
イベント開催のための賛同金を募集しています一口1,000円。 
みなさまのご協力をよろしくお願いいたします。 
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～チェルノブイリ 31 年・福島 6 年救援キャンペーン～ 

今中 哲二  講演会  
 

放射能汚染の時代をどう生きるか、子どもたちをどう守るか 
 

2017 年4 月28 日（金）19：00開演（18：30 開場） 
 練馬文化センター・小ホール（東京・練馬区） 

今中 哲二 いまなか てつじ◎京都大学原子炉実験所研究員。チェルノブイリと福島の放射能汚染の実
態について調査・研究を続け、原発の危険性を訴えている。 

ベラルーシ・ゴメリの慈善団体「困難の中
の子どもたちへ希望を」（p.3 で報告）。 
「クリスマスと2017年新年おめでとう！」 

“研究者に知識はあっても、 
人々が抱えた苦しみは本当には分からない。 
答えの出る問題ではないからこそ自分の言葉で話したい“ 

（2016 年 8月 1 日付 京都新聞「時のひと」より） 
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    Tel/Fax : 03-6767-8808   E-mail : cherno1986@jcom.zaq.ne.jp 

 

 

 

2017年 4᭶ 28日㸦金㸧19:00開演㸦18:30開場㸧練馬文センタ࣮ 小ホ࣮ࣝ㸦西武ụ袋

線࣭西武᭷楽町線࣭都営地ୗ鉄大Ụ戸線 ࠕ練馬駅ࠖ口ࡾࡼ徒歩1ศ㸧 

入場料 予約 1000円 当日 1300円 㸦全席自⏤㸧 定員 520ྡ 

※予約ཷ付ࡣ 4/26㸦水㸧午後 3時ࠋ࡛ࡲ定員ࡾ࡞次第ࡋ⏦࠾込ࢆࡳ締ࡵษࠋࡍࡲࡾ   

ࠝ主催ࠞチࣀ࢙ࣝブイࣜ子ࡶ基金／未来ࡢ福島ࡶࡇ基金

 

今中࠾ࡢࢇࡉ母様ࡣ広島࡛被⇿ࠋ被⇿2世

࡛あࡿ今中ࡣࢇࡉ大学院生ࡢ頃ࠕࡣ࡛ࡲ原子

力ࡣ夢ࣝࢿ࢚ࡢギ࣮ࠖ思࡚ࡗいࡑࡓう࡛ࠋࡍ

く࡞都会࡛ࡐ࡞ࢆ原発ࡿࢀ言わᏳ全ࡋࡋ

⏣舎造ࡢࡿ疑問ࡕࡶࢆ始1986ࠋࡓࡋࡲࡵ

年4᭶26日チࣀ࢙ࣝブイࣜ原発故ࡀ起ࡁ

ࡗ入現地調査ࡽ90年ࡢ4年後ࠋࡓࡋࡲ

村ࠊࢀ奪わࢆ家ࡀ人々ࡢ周辺ࠊࡣࢇࡉ今中ࡓ

や町ࡀ消滅ࡿࡍ様子ࢆ目ࡢ当ࡋࡾࡓ愕然

広社会ࢆ問題ࡢࡇࠕࠊ今࡚ࡋࡑࠋࡓࡋࡲࡋ

ࠊࡀࡓࡁ࡚ࡅ⥆ࢆ研究ࠊࡌ感ࡿあࡀ責任ࡿࡵ

福島ࡢ故ࢆ防ࡀࡇࡓࡗ࡞ࡆ一番悔ࡋ

いࠖࠕ放射能汚染被曝ࡘい࡚ࠊ多くࡢ人

ࡢ自ศࡀࡇࡿࡍ提供ࢆ情報知識࡞確

役割ࠖ考えࠊ調査࣭研究࡚ࡅ⥆ࢆいࠋࡍࡲ 

チࣀ࢙ࣝブイࣜ原発故31ࡽ年ࠊ福島

原発故6ࡽ年ࡀ経過ࠋチࣀ࢙ࣝブイࣜ被

災地࡛ࡣ次世代ࡢ子ࡶࡶ健康被害ࡣ⥆い

࡚いࠋࡍࡲ福島原発故ࡣいࡔࡲ収束࡚ࡋい

ࡲ増え࡚いࡣ発症ࡢࢇࡀ小児⏥状腺ࠋࢇࡏࡲ

ࠊࡢࡿࡁう生ࢆ時代ࡢ放射能汚染ࡢࡇࠋࡍ

子ࢆࡕࡓࡶうᏲ࡚ࡗいくࠊࡢ一緒考

え࡚ࠋࢇࡏࡲࡳ 

 

 

＜講 演＞ 今中哲 

1950年広島県生ࠋࢀࡲ京都大学原子炉実験

所研究員ࠋ大阪大学工学部卒ࠊ東京工業大学

大学院修了ࠋ原子力工学専攻ࠊ工学修士ࠋ

1976年2016ࡽ年3᭶࡛ࡲ京都大学原子炉

実験所助教ྠࠋ実験所ࡢ小出裕章元助教ࡽ

ࣀ࢙ࣝチࠋࡓࡁ訴え࡚ࢆ危険性ࡢ原発ࡶ

ブイࣜ原発故後ࠊ現地20回以ୖ通い⥅

⥆的被曝ࡢ実態調査ࡾྲྀ組ࠋࡴ東電福島

第一原発故後ࠊ福島県飯舘村入ࠊࡾ放射

能汚染ࡢ実態調査࡚ࡋ⥆⥅ࢆいࠋࡿ著書ࠗప

線量放射線被曝～チࣀ࢙ࣝブイࣜࡽ福島

へ࠘㸦岩波書店㸧ࠗࠊサイࣞン࣮࢛࢘ ࢺ見

え࡞い放射能ࡓࡓうࠖ㸦講談社㸧ࠗࠊチ

放射能災害―国際共ࡿࡼブイࣜ故ࣀ࢙ࣝ

ྠ研究報告書࠘編著㸦技術人間㸧ほ多数ࠋ 
 

＜報 告＞  

黒部信一 :ࠕ未来ࡢ福島ࡶࡇ基金ࠖ代表ࠊ  

小児科医 ／ బ々木真理 :ࠕチ࢙ࣝ ブイࣜࣀ 子

 基金ࠖ務局長ࡶ
 

㸨ࡢࡇイベンࡢࢺチࣛシ配布やポスタ࣮掲示 

 ࠋいࡉ一報ୗࡈୗ記連絡先へࡣ方ࡿࡅࡔࡓ協力いࡈ

 ☆イベント開催のたǊの賛同を募集しています。一口 1,000 円 

郵便振替口座  0 0 1 6 0 - 4 - 9 8 3 1 6  チェȫノブイȪ子どǋ基   

 

～ チェࣝノブイࣜ31年࣭福島6年救援キャンペ࣮ン ～ 

今 中 哲 二 講 演 会 

放射能汚染の時代をどう生きるか、子どもたちをどう守るかࠕ  ࠖ
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2016 年 12 月報告と 2017 年の支援計画 

 

いࡶࡘあࡓࡓいࡈ支援ࡇࡲࢆあࡀࡾうࡊࡈいࠋࡍࡲ皆様ࡢ募金࡛ࡆ࠾ࡢ 2016年ࡶチ

ࡣ㸦決算報告ࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀࡇ行うࢆ支援活動ࡢへࡕࡓࡶ子ࡢイࣜࣈࣀ࢙ࣝ 16頁ࡈࢆ覧ࡉࡔࡃ

い㸧2017ࠋ年ࡣ以ୗࡼࡢう࡞活動ࢆ行いࠋࡍࡲ引ࡁ続ࡈࡁ支援いࡼࡍࡲࡅࡔࡓうࠊうࡋࢁࡼࡒ

ࠋࡍࡲࡋࡓ願いい࠾ࡃ

 

★2016年 12月ࡢ支援報告 

＜ベ࣮࣭ࣛࣝࢩ慈善

団体ࠕ困難ࡢ中ࡢ子

ࠖࢆへ希望ࡕࡓࡶ

  ＜会ࢫマࢫࣜࢡ

会員ࡢ病気ࡢ子ࡶ

㸦4～17歳：190ࡕࡓ

人㸧ࡵࡓࡢ毎年開

催࡚ࢀࡉいࢫࣜࢡࡿマ࣭ࢫ新年会ࡢ費用ࡢ一

部࡚ࡋ 500 子ࠋࡓࡋࡲ行いࢆ支援ࡢࣝࢻ

ࣉࡢ࡞ࡳࡿࡄいࡠࠊ菓子࠾ࠊ果物ࡣࡕࡓࡶ

࡞ゲ࣮ムࠊࡾ歌や踊ࠊࡾྲྀࡅཷࢆࢺンࢮࣞ

ࠊࡣい家族ࡋ厳ࡢ生活ࠋࡓࡋࡲࡳࡋ楽࡚ࡋࢆ

缶詰や調味料ࡢ࡞食品ࡶ手渡ࠋࡓࡋࡲࢀࡉ

病気ࡢ子ࡢࡑࡶ親ࡀࡕࡓ一ྠ会ࠊࡿࡍ

大ษ࡞ひ時࡛ࠋࡓࡋ 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

子ࡶ基金ࡀ支援ࠊࡣࡢࡶࡓࡋ現地団体࣭

病院ࡀ物品等ࢆ購入ᚋࠊ領収書ࢆ提出ࡶ࡚ࡋ

ࢡッ࢙チࡢ書類ୖࠊࡣ基金ࡶ子ࠋࡍࡲいࡽ

 際ࡓࡋ訪問ࢆ現地ࡀࣇタッࢫ事務局ࠊ

確認ࢆ行࡚ࡗいࠋࡍࡲ 

★2017年ࡢ支援計画 

＜ベ࣮ࣛࣝࢩ＞ 

●児童健康回復ࢭンタ࣮ࠕ希望 ：ࠖձࠕ腫瘍

病ࡢ子ࡢࡵࡓࡢࡶ保養ࠖղࠕ甲状腺ࢇࡀ

保ࡢࡵࡓࡢࡶ子ࡢࡑ親ࡓࡅཷࢆ手術ࡢ

養ࠖղࡣ 2008～2014年࡛ࡲ実施࡚ࡋいࡋࡲ

ࡋ中断ࡾࡼ資金不足ࡢ基金ࡶ子ࠊࡀࡓ

࡚い2016ࠋࡓࡋࡲ 年ࡢ国ࡢ法ᚊࡢ変更㸦1

人ࡢձࡾࡼ変更㸧ࡢ保養人数ࡢࣉ࣮ࣝࢢ

数ࡀ少ࡓࡲࠊࡾ࡞ࡃ࡞昨年支援ࠕࡓࡋ太陽

光パࣝࢿ建設 㸦ࠖ建設費支援応ࠊࡌ子ࡶ

基金ࡢ保養ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ費用数人ศ割ࡾ

当࡚ࡿࢀࡽいうࠕ希望ࠖࡢ契約ࠋ詳細

ࡣ 2016年 2月号㸧ࠊࡾࡼձࡢ実施額ࡀ減

 ࠋࡍࡲࡋ再開ࢆ保養ࡢղࠊࡵࡓࡿ

●慈善団体ࠕ困難ࡢ中ࡢ子ࡕࡓࡶへ希望

ࢆ 希望࡛ࠖ実ࠕࠋ支援ࡢ里子ࡢ団体ࡢࡇࠖ：

施ࡿࡍ病気ࡢ子ࡢࡵࡓࡶ保養費用ࠊ会員

給料ࣇタッࢫࠊ医薬品代ࡢࡕࡓࡶ子ࡢ

事務所維持費ࡢ一部ࠋ 

࢙ࣝチࠕ慈善団体ࡓࡋ解散࡛ࡍ● イࣜࣈࣀ ࡢ

サインࠖ タッࢫ元ࠊ里子支援ࡓい࡚ࡋ所属

 ࠋ給料ࡢ連絡等㸧1ྡศࡿࡍ関㸦里子支援ࣇ
 

 ＜ࢼイࣛࢡ࢘＞

●慈善団体ࠕチࣈࣀ࢙ࣝイࣜࡢ子ࡕࡓࡶ

生存ࡢ ࣇタッࢫࠋ支援ࡢ里子ࡢ団体ࡢࡇࠖ：

給料事務所維持費ࡢ一部ࠋ 

ࡢࡵࡓࡢࡶ子ࡢ病気ࡴ住汚染地域ࠕ●

保養 ࢘ࣜࢺࢼサࡶ子ࡢ国内ࢼイࣛࢡ࢘ࠖ：

ム࡛実施ࠋ 
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チ࢙ࣝノブイࣜ支援で࢘クࣛイナ政府から͆公妃オࣜガ勲章͇ 

 

クࣛ࢘ 寄発展や文化振興ࡢナ

与ࡓࡋ女性与えࡿࢀࡽ公妃オࣜ

ガ勲章ࠊࢆチ࢙ࣝ ࣜࣈࣀ 子ࡶ基金

務局長 佐々木真理ཷࡀ章ࡲࡋ

クࣛ࢘ࠋࡓࡋ ࢙ࣝチࡢナ ࣜࣈࣀ 被災

児童ࡢ救援尽力ࡀࡇࡓࡋ評価ཷࡢ࡚ࢀࡉ章

࡛す1ࠋ 月 26 日ࠊ東京࢘ࡢクࣛ ࠊ࡚ナ大使館

ンコ大使࢙チࣝࣁ࣭࣮ࣝ࣍

子ࠋࡓࡋࡲࢀࡉ授与ࡀ勲章ࡽ

ࠊ向井雪子㸦代表理㸧ࡽ基金ࡶ

小寺隆幸㸦理㸧ࠊ黒部信一㸦顧

問㸧ࠊ清水玲子㸦監査役㸧ࡀ授章

式参列ࡓࡋࡲࡋ㸦NHK 国際ᨺ送

 ࠋ㸧ࡓࡋࡲࡾあࡀ材ྲྀࡢ共同通信

 

ࡁࡔࡓいࢆ勲章࡞うࡼࡢࡇࠕ

あࡀࡾうࡊࡈいࡲすࠋチ࢙ࣝ ࣜࣈࣀ 故ࡾࡼ

被害ཷࢆけ࢘ࡓクࣛ 救援活ࡢへࡕࡓࡶ子ࡢナ

動ࠊࢆ私ࡕࡓ子ࡶ基金ࡀ長年⥆け࡚ࢆࡇࡓࡁ

評価࡚ࡋいࠊࡁࡔࡓ大変嬉ࡋくࠊ光栄思いࡲすࠋ

私自身ࡣ 1998年ࡽ基金ࡢ活動関わࡲࡁ࡚ࡗ

クࣛ࢘ࡓけཷࢆ手術ࡢ甲状腺ࠋࡓࡋ ベࣛナ ࣮ࣝ

サナトࣜࡢ現地ࠊࡕࡓࡶ子ࡢࢩ ࡛࣒࢘ 日本文化

ࣛ࣎開くࢆ教室ࡢ ンテ参加ࡗࡁࡀࡢࡓࡋ

け࡛ࠋࡓࡋそࡢ後ࡣ毎年現地ࢆ訪࡛ࡲࢀࡇࠊࢀ

多くࡢ子ࠊࡕࡓࡶそࡢ家族出会いࠋࡓࡋࡲ初

ࠊࡾ࡞大人ࡣ今ࠊࡣࡕࡓࡶ子ࡓࡗ出会頃ࡢࡵ

結婚ࠊ࡚ࡋ子ࡘࡶࢆࡶ親࡚ࡗ࡞いࡿ人ࡶ多く

いࡲすࠋそࡼࡢう࡞姿ࢆ見ࡣࡢࡿ大変嬉ࡋいࡇ

࡛すࠊࡋࡋࠋ支援ࡢ途中࡛亡くࡓࡗࡲࡋ࡚ࡗ࡞

子ࡶやࠊ大人ࡾ࡞出産後亡くࡗࡲࡋ࡚ࡗ࡞

ࡢࡿい࡚ࡋ支援ࡀࡕࡓ私ࠊ現在ࠋすࡲいࡶ女性ࡓ

࢙ࣝチࠊࡣ ࣜࣈࣀ 故ࢆ直接知࡞ࡽい世代目ࡢ

子࡛ࡕࡓࡶすࠋ故ࡽ間࡞ࡶく 31年࡛すࠊࡀ

今࡛ࡶそࡢ影響ࡀ⥆い࡚いࡿいうࡢࡇࠊࢆࡇ

ཷ章ࢆ機ࠊ多くࡢ日本ࡢ人ࡕࡓ知ࡽࡶ࡚ࡗい

ࡽࢀࡇࠊࡣ基金ࡶ子ࡕࡓ私ࠋすࡲ思いいࡓ

すࡲࡁけ࡚い⥆ࢆ救援活動ࡶ 設ࢆ基金ࡶ子ࠕࠖ

立ࠊ救援活動ࢆ始ࡓࡵ広河隆一ࠊࢇࡉそࢆࢀ引ࡁ

⥅い࡛ࡓࡁ子ࡶ基金ࡢ関係者ࠊ

そ࡛ࡲࢀࡇ࡚ࡋ基金ࡢ活動ࢆ支

え࡚くࡓࡗࡉࡔ多くࢇࡉ࡞ࡳࡢ

ࡔ勲章ࡓいࡔࡓい࡚ࡋ代表ࢆ

思࡚ࡗいࡲすࠖ佐々木真理㸦授章

式࡛ࡢ挨拶ࠊンタビュ࣮  答え࡚㸧
 

救࡞ࡲࡊࡲࡉࡢ基金ࡶ子ࠕ

援活動ࠊࡣ日本ࡢ多くࡢ市民ࡼ

ࡀ中࡛佐々木ࡢそࠋࡓࡋࡲࡁ実現࡛ࡾࡼ募金ࡿ

毎年現地ࡢ家族子ࢆࡕࡓࡶ訪ࠊࡡそࡢ思い

寄ࡾ添うࠊࡶそࢆࢀ日本ࡢ里親伝えࡇࡿ

ク࡛ࣛ࢘ 繋ࡢ人間࡛人ࡢ市民ࡢ日本ナ

組ࡾいྲྀ細ࡵࡁいうࡓࡁ࡚ࡋ出ࡾ作ࢆࡾࡀ

クࣛ࢘ࠋうࡻࡋい࡛࡞ࡣ࡛ࡢࡓࢀࡉ評価ࡀࡳ 

ナᨻ府ࡀ故後 30年ࡢ時点࡛ࠊチ࢙ࣝ ࣜࣈࣀ 救援

25 年間ࡾྲྀࡢ組ࠊࢆࡳ改࡚ࡵ評価ࠊࡣࡇࡓࡋ

故ࡢ被害ࡣ終わ࡚ࡗい࡞いいう国際社会へ

ࡢ ッ࣓セ࣮ ࢪ࡛ ク࢘日本ࠋすࡲ思いうࡼࡿあࡶ

ࡢナࣛ 25 年間わࡿࡓ草ࡢ根ࡢ市民ࡢ交流

ࡾࠊ市民ࡢ日本ࠊࢆࡇいうࡓࢀࡉ評価ࡀ

わけチ࢙ࣝ ࣜࣈࣀ ࡢ福島ࡓࡲࠊけ気ࢆࡇࡢ

子ࢆࡇࡢࡕࡓࡶ考え࡚いࡿ多くࡢ方々࠾

伝えࡓࡋい思いࡲすࠖチ࢙ࣝ ࣜࣈࣀ 子ࡶ基金 

理࣭ࢫタッࣇ一同 
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ࣛ࢘支援を必要としているࠖࡢ今も国際社会ࡣウクライナࠕ ࢪ࣮ ࣑ࣝ ࢡࣞࢨ࣭ ࣮࢟ࢫࣇ ࢡࣛ࢘)   (ࢼ

 

2016ᖺ 4月 26日ࠊ世界ࡣチ࢙ࣝ ࣜࣈࣀ 悲劇ࡢ

ࡽ 30周ᖺࢆ迎えࡋࡲたࡢࡇࠋ地球ࡢ何億ࠊ何

千万いう人々ࡢࡇࠊ࡚ࡗ事故࡛ࡍࡣ歴史

ࢡࣛ࢘ࠊ方୍ࠋࡍࡲい࡚ࡗ࡞࣐ࢥ୍ࡢ 何十ࡢࢼ

万いう人々ࠊ࡚ࡗチ࢙ࣝ ࣜࣈࣀ ࡢ日常ࡣ

現実࡛あࡢࡇࠊࡾ原子力災害ࡢ被害ࡣ今࡚ࡗࡶ克

服さࡣ࡚ࢀい࡞いࠋࡍ࡛ࡢ 

1986 ᖺࠊ私ࡣチ࢙ࣝ ࣜࣈࣀ 原Ⓨࡢ衛星都市

ࣜࣉたࢀࡽ作࡚ࡋ 勤ࠋたࡋࡲい࡚ࡋࡽ暮ャチ市ࣆ

作特ูࡵたࡿ立࡚ࡳ組ࢆ機ᮦࡢ原Ⓨࡣ先ࡵ

࢙ࣝチࠋたࡋた企業࡛ࢀࡽ ࣜࣈࣀ 原Ⓨ 4号炉࡛⇿

Ⓨࡀ起ࠊࡁᚑ業員たちࡢ家族ࣜࣉࡀ ࡽ町ࡢャチࣆ

避㞴ࡋた後ࠊ私たちࡢ会社ࡢࡇࡣ⇿Ⓨ事故ࡢ処理

作業積極的加わࡋࡲࡾたࠋ私自身ࠊࡶ崩壊ࡋ

た 4 号炉ࣟࣈ ࢡ࡛ࢵ ࡋ当直ࠊ作業࡞直接的ࡢ

࡚何回あたࡋࡲࡾたࡢࡑࠋ後1ࠊ㐌間ࡢ休暇ࢆ

得࡚ࠊチ࢙ࣝ ࠋたࡋࡲい向ࡶࡢ親類ࡢ州ࣇࢦࢽ

甲状ࡢ通う生ᚐたち学校ࡢ地元ࠊ度ࡣ࡛ࡇࡑ

腺ࡢ検診ࢆ་師団ࡀ行࡚ࡗいࡋࡲた࡛ࡇࡑࠋ私ࡢ

甲状腺ࡶ検査ࡽࡶ࡚ࡋえࡋࡲࡾ࡞ࡇࡿたࠋ

ࡢ甲状腺ࡢ私ࠊࡇ驚いたࡶ་師たちࠊࡀࢁࡇ

被曝ࢆ示ࡍ値ࠊࡣチ࢙ࣝ ࡢ生ᚐたちࡢ学校ࡢࣇࢦࢽ

ẖ࡛ࡍࠊࡣ当時私ࠋࡍ࡛ࡢたࡗపࡶࡾࡼࢀࡑ

時 20 ࣞࣥ ࢤࣥࢺ ᨺ射線࡞うࡼࡿࡍ㐩 ベࣞࣝ 確

ࡣ生ᚐたちࡢࡇࡑࠊ࡚ࡋ対ࡢいた࡚ࢀ曝さ

原Ⓨࡽ 100 ࣟ࢟ 㞳ࢀた比較的被害ࡢ少࡞い地

༊ࡗࡎいたࡶわࡢࡑࠋ…ࡎࡽ時私ࠊࡣ

子ࡶたちࡣᨺ射能ࡢ影響ࡅཷࢁࡶࢆやࡍいࠊ

ࠊ事故後ࡢ1986ᖺࠋたࡋࡲࡋ確信ࢆࡇいう

特子ࡶたちࠊࡣ軽々チ࢙ࣝ ࣜࣈࣀ ᖹ和ࠕࡢ

目的ࡢ 原ࠖ子力ࢱ࣮ࡢ ࠋたࡋࡲいࡲࡋ࡚ࡗ࡞ࢺࢵࢤ

第 ࢙ࣝチࠊࡣ1 ࣜࣈࣀ 原Ⓨࡢᚑ業員や建設作業員

ࡣࡽ彼ࠋࡍたち࡛ࡶ子ࡢ 4 号炉ࡢ崩壊後最初

ࡿࡣࢆ許容㔞ࡢࡶ子ࠊうちࡢ何時間ࡢ

超えࡼࡿう࡞ᨺ射線㔞ࢆ浴びࡋࡲたࠋ第 2 ࠊࡣ

近隣地域ࡢᮧ々ࡢ小さ࡞子ࡶたち࡛ࠋࡍ彼ࡀࡽ

原Ⓨ 30 ࣟ࢟ 圏ࡽ避㞴࡛ࡁたࠊࡣࡢ事故ࡼࡽ

うやࡃ 1 㐌後ࡋ࡛ࡇࡢたࠋ第 3 ࡿࡺいわࠊࡣ

第 第ࠊ2 3 汚染༊域呼ࡿࢀࡤ場所㸦原Ⓨࡽ

50～300km㸧ఫ࡛ࢇいた子ࡶたち࡛ࠋࡍ

KGB＜ࢯ連国家保安委員会㸼ࡢ大人たちࡇࡑࠊࡣ

ఫࡴ子ࡶたちࢀࡀ程恐ࡋࢁいᨺ射線㔞曝

さ࡚ࢀいࠊࡢࡿ情報ࢆ隠ࡗࡲࡋ࡚ࡋたࠋࡍ࡛ࡢ

特ࣇ࢚࢟ࠊ州࣏ࣞ ࣏ࣜ㸦࢚ࢥࢫ ࢺ࣮ࢪ㸧地༊やࢣࢩ ࣑

州ࣝࣟࢼ ࠊࡣࡢたࡁ避㞴࡛ࡀたちࡶ子ࡢチ地༊ࢪ

実 1990ᖺࡋ࡛ࡇࡢࡽ࡚ࡗ࡞たࠋ合わࡏ

当時ࠊࡿ 100 万人近ࢡࣛ࢘ࡢࡃ たࡶ子ࡢࢼ

ちࡀチ࢙ࣝ ࣜࣈࣀ ࡇたࡗ被ࢆ被害ࡢ事故ࡢ

 ࠋࡍࡲࡾ࡞

࢙ࣝチࡣ࡛ ࣜࣈࣀ ࡞う今ࠊࡣ現場ࡢ最前線ࡢ

ࢡࣛ࢘ 㸽うࡻࡋ࡛ࡿい࡚ࡗ 崩ࠊࡣ現ᨻ権ࡢࢼ

壊ࡋた 4 号炉ࢆ覆う新た࡞安全࢙ࣝࢩ ࢱ࣮ 完成ࢆ

さࢆࡇࡿࡏチ࢙ ࣜࣈࣀࣝ 優先ᨻ策ࡿࡍ関

2016ᖺ＞ࡍࡲい࡚ࡋ 11月完成㸼࡚ࡋࡑࠋ原子力 ࣅࣟ

2017ࠊࡣ࣮ ᖺ࢙ࣝࢩࡢࡇ ࢱ࣮ 施設ࡀ実際使わ

࢙ࣝチࠊࡤࢀ࡞うࡼࡿࢀ ࣜࣈࣀ ࡣ被害ࡢ事故ࡢ

最終的࡚ࡍ克服さࡼࡢࡿ࡞ࡇࡿࢀう

い࡚ࡋうࡼࡅ植え付社会࡚ࡋ貫୍ࢆ見方࡞

࢙ࣝえチたࡋࡋࠋࡍࡲ ࣜࣈࣀ 原Ⓨࢆ覆う最新

式࢙ࣝࢩࡢ ࢱ࣮ ࡛あࢁうࢡࣛ࢘ࠊ ࣏ࣞ࡞広大ࡢࢼ

ࣝࣉࡽ地方࢚ࢩ࣮ ࢺࣟࢫや࣒࢘ࢽࢺ チࣥࠊ࣒࢘セ࣒࢘ࢩ

綺麗ࡢࡾ除い࡚元通ࡾྲྀࢆたᨺ射性核種ࡗい

ࡽ明ࡃたࡗࡲࠊࡣࡇ࡞無理࡞ࡿࡍ土地࡞

࢙ࣝࢩࡢࡇࡽさࠋࡍ࡛ ࢱ࣮ 施設࡛ࢡࣛ࢘ࠊࡣ ࢼ

ࡿい࡚ࢀⓏ録さ社会ᨻ策省ࡢ 40万人ࡿࡰࡢ

子ࡢࡶチ࢙ ࣜࣈࣀࣝ 被災者たち関わࡿ様々

 ࠋࢇࡏࡲ出来ࡶࡇࡿࡍ解決ࢆ問題ࡢ喫緊࡞

࢙ࣝチࠊ被災者たち࡞小さࡢࡑ現ᅾࠊ࡛ࢁࡇ
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ࣜࣈࣀ ࡋ࡛ࡢࡍ指ࢆࡇࡢ誰ࡣたちࡶ子ࡢ

࡛ࡢ多いࡀ人数࡛ࡲࢀࡑࠊࡐ࡞ 㸽うࡻ

㸽 第うࡻࡋ 1 ࢙ࣝチࡣࡇࡑࠊ ࣜࣈࣀ 事ࡢ

故処理作業参加ࡋた作業員たちࡢ子ࡀࡶ含

ࠋࢇࡏࡲࡾあࡣࡃ比較的多ࡣ数ࡢࡑࠊࡀࡍࡲࢀࡲ

ࢢࣝ࡞ࡁ大ࡾࡼ 避㞴ࡽ30km圏ࠊࡣࡢࡿࡍ属࣮ࣉ

たち࡛ࡶた子ࡁ࡚ࢀࡲ生࡚ࡗ࡞親ࡀた人ࡋ

ࢢࡢ最大࡚ࡋࡑࠋࡍࡲ及び数万人ࡣ数ࡢࡑࠋࡍ

࣮ࣝ た第ࡆ挙࡛ࡍࠊࡀࡢࡿࡍ属ࣉ 第ࠊ2 3 ࢰ࣮

汚ࣥ染地༊ఫࡴ子ࡶたち࡛あࡢࡑࠊࡾ地域

ࢺ࣮ࢪࠊ州ࣇ࢚࢟ࡣ ࣑ࣝ 州ࣜࠊ ࢿ࠙࢘ ࣦࣟ ࣀࠚ 州ࡢ何ⓒ

ࢼ㸦ࣟࡍࡲࢀࡲ含ࡀいう居ఫ地 オࣦࠊチࢪ チࣝࠊ

ァࣦࣥ ࠊࣟࣇࢥ ࢨࣞࠊ࢚ࣀࢺ࢟ チࢥࣟࠊ࢚ࣀ テࣥࢫ ࠊࣝ ࢾࢠ

ࣟࣈࢻࠊ 事故当時ࠊ結果ࡢ健診ࠋ㸧࡞ァࢶࣦ

子ࡢࡑࠊ࡛ࡶ地暮ࡋࡽ続ࡅた両親ࡽ生ࢀࡲ

たࠊ第 第ࠊ2 3 ࢰ࣮ 事実ࠊ中࡛ࡢたちࡶ子ࡢࣥ

ୖ健康࡛あࡿ診断さࢀた子ࡣࡶ 10％以ୗ࡛

࣏ࣞࡢ州ࣇ࢚࢟ࠋࡍ ࣦや࢚ࢥࢫ ァࣥ ࡽ暮地༊ࣇࢥ

ࡑࡼ࠾ࡣ割合ࡢࡑࠊࡤい࡚言えࡘたちࡶ子ࡍ

ࢺ࣮ࢪࠊ3％ ࣑ࣝ 州ࣟࢼ ࠊࡣ࡚ࡗ至ࡶ子ࡢチ地༊ࢪ

健康ุ断さࡿࢀ子ࡀࡶ全ࡃいࠋࢇࡏࡲ中࡛ࡶ

消化器系や神経系ࠊᚠ環器ࡢ慢性疾患ࡀ多数ࢆ占

ࢡࣛ࢘ࠊࡵ ࣏ࣞࡢࢼ ࢘ࣚࡽࡃ古ࠊࡣ地方࡛࢚ࢩ࣮

素や鉄ࡢࡑࠊ他身体࡚ࡗ㔜要࡞微㔞元素類ࡢ

欠乏ࡀ見࡚ࢀࡽいࠊࡀࡍࡲさࡽ悪化ࢆ招い࡚い

ࡢたちࡶ子ࡴఫᨺ射能汚染地域ࠋࡍࡲ 63％

ࡽさࠊ目立ちࡀ不相応性ࡢ身体的Ⓨ㐩ࠊ 4

人 1 人ࡢ子ࡑࠊࡣࡶうࡋた不相応性ࡶ

࡚ࡗ伴ࢆ遅滞ࡢ生物学的ᖺ齢ࡿࡍ対実ᖺ齢

いࡢࡽࢀࡇࠋࡍࡲ子ࡶたちࡢ免疫ࠊࡣ非特異

的防御機能ࡢ失調や抑ᅽ状態ࡀ見ࡀࡽࢀࡑࠊࢀࡽ

慢性的࡞肉体疾患ࢆ生ࡌさࡗࡀ࡞ࡘࡇࡿࡏ

࡚いࢀࡇࠋࡍ࡛ࡢࡿ関ࠊࡣ࡚ࡋẕ親ࡢ甲状腺

対ࡿࡍ被曝線㔞両親ࡢ総被曝線㔞ࡢࡑ࡚ࡋࡑࠊ

子ࡢࡶ免疫不全症状ࡢ度合い相関関係ࡢあ

 ࠋࡍࡲい࡚ࢀさࡽ明ࡀࡇࡿ

現ᅾࠊ第 第ࠊ2 3 ࢰ࣮ 被たちࡶ子ࡴఫࣥ

曝ࡶࢆた࡚ࡋࡽいࡿ主࡞要因ࠊࡣ牛乳や肉ࠊベࣜ

類࣮ࢥࣀ࢟ࠊ類ࣁࠊチࠊࢶ࣑さࡽ✐物いࡗた地元

産ࡢ食ᮦࢆ食࡚ࡗࡼࡇࡿ起ࡿࡇ内部被曝

ࡿࡅ࠾ᨺ射能汚染地域ࠊ間ࡢ何ᖺࡢࡇࠋࡍ࡛

農業分㔝ࡢ興対策ࠊࡣ㈈ᨻ㞴ࡽ行わࡽ࠾࡚ࢀ

基準牛乳ࠊい࡚࠾居ఫ地ࡢࡃ数多ࡢ地域ࠊࡎ

値ࢆ超えࡿ ベࣞࣝ 例ࡿい࡚ࢀࡲ含ࡀᨺ射性物質ࡢ

ࠋࣜࡍࡲい࡚ࡗࡘ見ࡀ 州ࢿ࢘ ࢚࠙ࣀࢺࣟ࢟ ࢿࠚࢺࣟ࢟

地༊ࡢᮧ々࠾い࡚ࠊࡣ基準値ࢆ 5～7倍超えࡿ

ࢣ࣮࡞うࡼ  ࠋࡍ࡛ࡿい࡚ࡗ࡞ࡽさえ明ࢫ

慈善基金ࠕチ࢙ࣝ ࣜࣈࣀ 生存ࠖࡢたちࡶ子ࡢ

ࢺ࣮ࢪ州やࣇ࢚࢟ࠊࡤࢀࡼ見方ࡢたちࣇࢵࢱࢫࡢ ࣑

州ࣝࣜࠊ ࢡ࢘ࢆたちࡶ子ࡢᨺ射能汚染地ࡢ州ࢿ࢘

中࡛ẖࡢい自然環境࡞い࡚ࢀ汚染さࡢ国内ࢼࣛ

ᖺ集団保養さࡑࠊࡣࡇࡿࡏうࡋた子ࡶたちࡢ

状態ࢆ改善さࡢࡿࡏ役立ࡋࡋࠋࡍ࡛ࡢࡶࡘ現

ᅾ࡛ࢡࣛ࢘ࠊࡣ ࢺࣜࢼࢧ࡚ࡗࡼ国家ᨻ策ࡢࢼ ࣒࢘

や保養所ࠊあࡿい࢟ࡣャࣥ ࡛ࣉ 保養ࡿࡅཷࢆたࡵ

ࢡ࣮ࡢ ࣏ࣥ ࢙ࣝチࠊࡣࡢࡿࢀ支給さࢆ ࣜࣈࣀ 事故ࡢ

ࡽ限たちࡶた子ࡗ㈇ࢆ後遺症࡞明ⓑࡿࡼ

࢙ࣝチࡣ割合ࡢࡑࠊࡾ࠾࡚ࢀ ࣜࣈࣀ 被災者いえ

ࡢ全体ࡶ子ࡿ たࡋうࡇࠋࢇࡏࡲࡂࡍ3％～2

中ࢼࣟࠊ 児童ࡢチやオࣦࣝチࢪ 生࣭ᚐたちࡢ保養ࠊࢆ

日本ࡢチ࢙ࣝ ࣜࣈࣀ 子ࡶ基金ࡀ支援ࡃ࡚ࡋࢆ

ࢆ支援ࡀ人㐨組織ࡢ外国ࡢ他ࡣ時ࠋࡍࡲい࡚ࢀ

稀ࡾ࡞ࡣࢀࡑࠊࡀࡍࡲࡾあࡶࡇࡿࢀࡃ࡚ࡋ

࢙ࣝチࠋࡍࡲい࡚ࡗ࡞ ࣜࣈࣀ 原ࠊࡣたちࡶ子ࡢ

Ⓨ事故ࡽ 30ᖺࡀ過ࠊ࠾࡞ࡶ࡚ࡂ国際社会ࡽ

ࠋ࠙ࡍࡲい࡚ࡋ必要ࢆ支援ࡢ 2017 ᖺ 1 月 6 日寄

ࣛ࢘：✏ ࢪ࣮ ࣑ࣝ ࢡࣞࢨ࣭ ࣮࢟ࢫࣇ 基ࡶ子ࠋࢀࡲ1958ᖺ生ࠋ

金ࡀ支援࡚ࡋいࠕࡿチ࢙ࣝ ࣜࣈࣀ 生存ࠖࡢたちࡶ子ࡢ

代表者ࡢ夫ࠊ元チ࢙ࣝ ࣜࣈࣀ 原Ⓨ関連会社社員ࠊ事故

後ࢪャ࣮ ࢼࣜ ࠋࠚたࡗ࡞ࢺࢫ   㸦翻訳：ᖹ㔝㐍୍郎㸧 
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    2016 年 8 月  家族訪問  ベラルーシί2ὸ   報告  佐々木真理  

 

前号㸦2016年 10月号㸧続ࠊࡁ昨年 8月訪問

しࡓ里子ࢆ紹しࠋࡍࡲ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

T࣭2011 ࣥࢲࢢ࣎年生ࢀࡲ 

 市࣓ࣜࢦ

右⭡膜⭍ࡢ神経芽細胞腫ࠋ

骨盤器官ࡢ障害ࠊୗ肢不完全

麻痺2012ࠋ年Ⓨ病࡛ࡲࢀࡇࠋ

 2ᗘࡢ手術ࣟࣈ10ࠊッࡢࢡ

化学療法ࠋࡓࡅཷࢆ現在ࡶ定

期検査ࠊ治療ࢆ続࡚ࡅいࠋࡿ 

前回㸦2014年 5月㸧訪問時

ࡇ㏺うࠊࡇࡿᗙ࡚ࡗࢀࡓࡶ壁ࠊࡣ

短ࡢ中ࡢ部屋ࠊ回ࠊࡀࡓࡗ࡞ࡁ࡛し

い距㞳ࢆ自分ࡢ足࡛歩ࡼࡿࡅう࡚ࡗ࡞いࠋࡓ

両親ࡀ子ࡢࡶ治療熱心࡛ࣥࠊ ࢱ࣮ ࡞ࢺッࢿ

ࡶ自宅࡛ࠊ自分࡛調べࢆ方法ࡿあࡢ効果࡛

歩行訓練ࢆし࡚いࠋࡿ父親ࡣ昼休ࡳ家戻

公ࢆ息子ࡇࡑࡇࡑࡶ昼食ࠊ近い㸧ࡀ㸦職場ࡾ

園連࡚ࢀ行ࠊࡁ ビࣜࣁࣜ ࠋࡿし࡚いࢆ相手ࡢ

ࡽ戻ࡶࡽ࡚ࡗẖ晩 1時間ࡽࡃい歩ࡃ

訓練ࢆし࡚いࠋࡿ初ࡃࡼࡣࡵ転࡛ࢇいࢢ࣎ࡓ

2015年ࠊࡵ出始ࡀ効果ࢇࡔࢇࡔࠊࡣࣥࢲ 3月

頃ࡽ自分ࡢ足࡛立࡚ࡗ歩ࡼࡿࡅうࡓࡗ࡞

ࡣࡇࡃ歩ࡣࡶ子࡞うࡼࡢࡇ普㏻ࠕࠋいう

㞴しいࠊ医師ࡶ࡚ࡣ驚い࡚いࡲࡶ࡛ࠋࡿ

ࡓ私常ࠊࡎࢀࡽࡏ行ࡶࡇࡣ一人࡛ࡔ

ࠖࢇࡏࡲࡾ࡞ࡤࢀࡅ࡞付添わࡀࡽࡕࡢࡕ

ࠊࡣࡃ歩ࡾࡗしࡗࡶࠕࡣ父親ࠋẕ親

足ࡀ真ࡗ直ࡄ伸࡞ࡧいい࡞ࡅいࡢࡑࠋ訓

練࣮࣏ࡵࡓࡢ ࣛࣥ ࡚ࡏ寄ࡾྲྀࢆ靴࡞特別ࡽࢻ

いࣛ࣋ࠋࡍࡲ ࣮ࣝ ࡞ࡀ効果ࡾࡲあࡣࡢࡶࡢ製ࢩ

いࠖࡍ࡛ࡢ話しࢲࣥࢢ࣎ࠋࡓ 血糖値ࠊࡓࡲࡣ

࣑ࠋࡿい࡚ࡗࡶ専門医ࡢ血液病ࠊࡃ高ࡀ

ࠊࡣࡁࡓしࢆ治療ࡢ膀胱ࠊ病院࡛ࡢࢡࢫࣥ

家賃ࡀ 1日 ࡚ࡾ借ࢆ部屋ࡢࣝࢻ20 10日間ࡑ

 ࠋࡓ㏻院しࡽࡇ

ఫ࡛ࢇいࠊࡣࡢࡿ

父親ࡢ職場ࡢ寮ࠋ台ᡤ

大変古ࡢࡅࡔ一部屋

い建物ࠋパ࣮ ࡗ引ࢺ

越ࡍ順番ࢆ待࡚ࡗいࠋࡿ

うࡼࡿ㏻え学校ࠕ

࡞ࡽわࡔࡲࡣࡿ࡞

いࡢࡑࠊࡀ頃ࡣ࡛ࡲ

新しいパ࣮ ࡗ引ࢺ

越し࡚いࡓいࠖẕ親ࡣ話しࡣࣥࢲࢢ࣎ࠋࡓ

外遊ࡧ行ࢆࡢࡃいࡶࡘ楽しࡳし࡚いࠋࡿ

 ࠋいうࡔ夢ࡀࡢࡃ行海ࡘし࡚いࡑ

ࢲࣥࢢ࣎ 表情ࡢẕ親ࠊࡀࡓࡗࡁ大ࡶ変化ࡢ

ࠋࡓい࡚ࡗ࡞ࡃࡿ明ほࡿ見㐪えࡣ以前ࡀ

父親ࡣ息子ࡢ治療ࠊ教育大変熱心ࠕࠋ病気ࡢ

子ࡶ࡛ࡶしࡣࡅࡘ厳しࡃし࡞いい࡞ࡅ

いࠖ話しࢲࣥࢢ࣎ࠊࡓࡲࠋࡓ ࡿᡤ属し࡚いࡀ

慈善団体ࡢ活動ࡶ大変協力的ࠋ病気ࡢ子ࡶ

 ࠋࡿい࡚ࡗ乗ࡶ相談ࡢ家族ࡢࡘࡶࢆ

 

D࣭࣮ࣜ2007 ࢨ年生࣓ࣜࢦ ࢀࡲ市 

 左卵巣ࡢ腫瘍2014ࠋ 年手術ࠋ腫瘍ࡶ

定ࡶ現在ࠋࡓࡅཷࢆ化学療法ࠋ摘出ࢆ卵巣

期検査ࢆ続࡚ࡅいࠋࡿ 

ẕ親࣐ࣝ ࣜ࢞ ࡇࡢ病気ࡢ自分ࡣ娘ࠕ話ࡢࢱ࣮

ࡵ産ࢆࢇࡷࡕ将来赤ࡣ私ࠕࠊࡁࡓࡗ知ࢆ

ཷࢆ手術ࠊ時ࡢ2年生ࠋࡓ泣い࡚聞いࠖ？ࡿ

ࡀ勉強ࡳ休ࡃ長ࢆ学校ࠊࡵࡓࡓ入院し࡚いࡅ

遅࡚ࢀしࠋࡓࡗࡲࡣ ࣑ࣥࠊ一ᗘ月3 ࢡࢫ

免疫ࠋࡃ行ࡅཷࢆ定期検査ࡢ卵巣病院ࡢ

力ࡀపࡃ風邪ࡍࡸࡁࡦࢆいࠋ鼻ࡸ喉ࡀ弱いࠋ
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皮膚ࡶ࡚ࡶ弱ࠊࡃ蚊刺࡛ࡅࡔࡓࢀࡉ酷ࡃ

腫ࡾࡓࢀ痣ࡀ残ࡶࡇࡿあࣞࠋࡿ ࢠ࣮ࣝ 喘ࠊ

息ࡶあࠋࡿ半年一ᗘ血液検査࡚ࡅཷࡶいࠋࡿ

ࣔ࣊ ࢢࣟ ビࣥ 値ࡀいࡶࡘపいࠋ 

 ࣮ࣜ ࡇࡢ障害児認定ࠊ後ࡓࡅཷࢆ手術ࡀࢨ

ࢦ࣓ࠊ月後数ࠋࡓࡗ࡞ࡽ知ࡶ何ࠊ࡞ ࡢࣜ

慈善団体ࡽ連絡ࡽࡶࢆいࠊ障害児認定ࡢ⏦

請手続ࢆࡁ教え࡚ࡽࡶいࠊ

団体ࡢ会員࡚ࡗ࡞支援

ࡗ࡞うࡼࡿࢀࡽࡅཷࢆ

࡞ࢁいࢁいࡢ障害児ࠋࡓ

権利ࡢࡇࡶ࡞ࡇࡢ団

体ࡽ教え࡚ࡽࡶい助ࡅ

 ࠋࡓࢀࡽ

࣮ࣜ 姉ユ࣮ࡢࢨ ࣜࣕ 㸦1986

年 11月生ࢀࡲ㸧ࡣ子ࡶ

ࡀ問題ࡢ⭢状⏥ࡽ頃ࡢ

あࠋࡿ首ࣥࣜࡢ パ節ࡢ腫ࢀ

ࢆ定期検査ࠋࡿい࡚ࢀࡉ診断状⭢肥大⏥

いࡣ手術ࡔࡲ幸いࠋࡿい࡛ࢇ飲ࢆ薬ࠊࡅཷ

ࣛ࣋普㏻ࠕࡣ医師ࠋい࡞い࡚ࡗࡓ ࣮ࣝ ࡳࡣ人ࢩ

 ࠋࡓࡗ言いࠖ࡞心配ࠊࡽࡔうࡑ࡞ࢇ

自宅ࢦ࣓ࡣ 市ࣜ内ࠊࡢ交㏻㔞ࡢ多い㏻ࡾ面

しࡓ古い一軒家࣮ࣜࠋ ユ࣮ࠊ祖父ẕࠊ両親ࢨ

ࠋࡿし࡚いࡽ暮ࡀ㸧ࡶ子家族㸦夫ࡢࣕࣜ

庭࡛㔝菜ࡸ果物ࢆ栽ᇵし࡚いࠋࡿ家ࡄࡍࡢ前

ࡢࢫ࢞排気ࡸ騒音ࡢ車ࠊࡾあࡀ市場࡞ࡁ大ࡀ

問題ࡶあࡿいうࠋ祖父ẕࡢ代ࡽ㸦60年代

多ࡣ車࡞ࢇࡇࡣ昔ࠊ家࡛ࡿい࡛ࢇ㸧ఫࡽ

骨ᢡし࡚包ᖏࢆ⭎ࡣ祖ẕࠋࡔうࡑࡓࡗ࡞ࡃ

祖父ࠊ糖尿病ࡸ脳出血ࡣ祖ẕࠋࡓ巻い࡚いࢆ

障࡛ࡕࡀ病気ࡶ人ࠊࡾあࡀ病気ࡢ心臓ࡣ

害者ࡔいう࣐ࣝࠋ ࣜ࢞ ࡢ࣓ࣜࢦࡢ近年ࠕࡣࢱ࣮

酷い暑ࡉ㸦以前࡞ࢇࡇࡣ暑ࡓࡗ࡞ࡃ㸧ࠊ紫

外線ࠊ放射能ࠊ排気ࢇࡳࡀࡢࡶ࡞ࢇࡑࠊࢫ࢞

ࡢࡿ害し࡚いࢆ健康࡞ࢇࡳࠊ࡚ࡗࡉ合わ࡞

 ࠋࡓ話しいࠖ࡞ࢀしࡶ

8月子ࡶᇶ金ࣛ࣋ࡀ ࣮ࣝ 㸦希ࢲࢪࢹࢼࠕࡢࢩ

望㸧ࠖ ࡛開催しࡓ保養ࣟࣉ ࠊࣜࢺࢡ࢙ࢪ 初ࡣࢨ࣮

ࢺࣜࢼࢧࡢ別ࠊ以前ࠕࠋࡓ参加し࡚ࡵ ࡗ行࣒࢘

ࠋࡓࡁ泣い࡚電話し࡚夜ࠊࡾࡀ寂しࡣࡁࡓ

ࢲ࡛ࢪࢹࢼ ࡽࡽࡕࡇࠊࡣ

電話し࡚ࠗࡶ忙しいࠊ

ࡶࢥࢫࢹࠊࡶ活動ࣈࣛࢡ

あࡿし࠘家ࢆ全ࡃ恋し

࣐ࣝࠖࡓࡗ࡞ࡽࡀ ࣜ࢞

ࡀࢲࢪࢹࢼࠕࠊ言うࡀࢱ࣮

大好ࠋࡓࡗ࡞ࡁ良い

㐩ࡓࡁ࡛ࡀしࠊ部屋ࡁࢆ

ࡾࡓࢀࡽࡵし࡚褒いࢀ

ࡁ行ࡓࡲࡶ来年ࠋࡓしࡶ

࣮ࣜいࠖࡓ  ࠋࡓࡗ言ࡣࢨ

࣐ࣝ  ࣜ࢞ 獣医学セࣥࡢ町ࡣࢱ࣮ ࢱ࣮ ࡛食ᮦࡢ放

射能値ࢆ測定ࡿࡍࢆし࡚いࠋࡿ森ࡢࡁࡢ

ࡇࡿ࡛ࡀ高い数値ࡶ࡛࡞類࣮ࣜ࣋ࡸࡇ

ࡇࡢࡁࡿい࡚ࡗ売࡛࡞㐨端ࠕࠋいうࡿあࡀ

食べࢆࡢࡶい࡞測定し࡚いࠊࡾࡓࡗ買ࢆ࡞

ࡢࡕࡓ私ࠋࡍ話ࠖࡇ࡞愚ࡣࡢࡿࡍࡾࡓ

訪問時ࠊ父親ࡀ釣ࡓࡁ࡚ࡗ魚ࢆ持࡚ࡗᖐ࡚ࡗ

職場࡛測ࡢẕ親ࡶ魚ࡢࡇࠋࡓࡗࡔࢁࡇࡓࡁ

定ࡑࡿࡍうࠋࡔ 

 

A࣭2001 ࣖࣜ年生࣓ࣜࢦ ࢀࡲ市 

非ࣥࣜࣥ࢟ࢪ࣍パ腫㸦悪性腫瘍㸧2003ࠋ年Ⓨ

病ࠋẕ子家庭ࠋẕ親ࠊ子ࡢ兄弟ࣜ࢟ ࣮ࣝ  3

人暮ࡽしࠋ最初ࡀࣖࣜࠊ高熱ࢆ出しࡵࡓࡓ病

院行ࢻࣀࢹࠊࡃ診断ࢀࡉ摘出しࠋࡓ

頭ࠊࡿࡍࢆ州立病院࡛検査ࠊ後ࡢࡑ 5～6

個ࡢ腫ࡀࡢࡶࢀあࡀࡇࡿわࠋࡓࡗ化学療
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 ࣮ࣝࣜ࢟ࠊࢼ࣮ࢽẕࠊࣖࣜ

法ࡣ 2005年࡛ࡲ 3 ࢡ࣮ ࣝྲཱྀ 後ࡢࡑࠋࡓࡅ 2年

間ࡣ検査ࡵࡓࡢ㏻院し࡚いࠋࡓ次耳異常

ࣞ食べ物ࠊ後ࡢࡑࠋࡓい࡛ࢇ飲ࢆ出࡚薬ࡀ ࣝ

ࢠ࣮ ࡚ࡅ付ࢆ気食ࠋࡓࡗ࡞うࡼࡿࡁ起ࡀ

いࡽࡓ 1年後ࡣ治ࠋࡓࡗࡲ現在ࠊ検査ࡣ半

年一ᗘࠋ最近ࡢ検査結果ࠋࡓࡗ࡞ࡃࡼࡣ

心臓ࡢ問題ࠊ耳炎ࠊ慢性ᡥ桃⭢炎ࡀあࠋࡿ免

疫力ࡀపࡃࡼࠊࡃ風邪ࠋࡃࡦࢆᢠ菌剤ࠊᢠ炎

症剤ࠊᢠ真菌剤ࢆ服用し࡚いࠋࡿ病気࡛ࡃࡼ

学校ࢆ休ࠊࡵࡓࡴ勉強ࡀ遅࡚ࢀしࡲいࠋࡔࡕࡀ 

 ࡢパ࣮ ࡣࢺ 5年前ࡽఫ࡛ࢇいࠋࡿ

ࣜࣖ ࡢ購入費ࠊし࡚補助ࡿࡍ対病気ࡢ 50%

ࡕࡓ全部自分ࡣ内装ࡢ部屋ࠋࡓ負担しࡀ国ࡣ

࡛行࡚ࡗいࡿ㸦*1㸧ࢡࣛ࢘ࠋ ᮧࡢࡃ国境近ࢼ

ఫ࡛ࢇいࡢࣖࣜࡿ祖ẕࡣ高齢ࡀࡔ健康࡛ࠊ

ࡶ⏿ࢆし࡚いࠋࡿ彼ࡽ 3人ࡣ夏ࡇࡑࢆ

࡛過ࡢࣖࣜࠋࡍࡈ障害児年金ࠊẕ親ࡢࢼ࣮ࢽ

年金㸦*2㸧ࠊ祖ẕࡢ⏿ࡢ㔝菜࣭乳製品等࠾ࡢ

い࡚ࡗべ࡚買ࡍࢆ食べ物ࠋࡿ生活し࡚い࡛ࡆ

支援ࡢ里親ࡢ日本ࠕࠋい࡞ࡁ生活࡛ࡶ࡚ࡽࡓ

い࡚ࡗ助࡞ࢇࡾ࡞うࡼࡿࡅࡔࡓいࢆ

ࡢ人ࠊ薬代ࠕࠋࡔࢇࡄ涙ࡣࢼ࣮ࢽࠖ…ࡿ

息子ࡢ文具ࡶ࡞必要ࠋ以前ࣜ 血液病ࠊࡣࣖ

衣類ࡣ時ࡢࡑࠋࡓࡗࡔ会員ࡢ団体ࡢࡶ子ࡢ

等ࠋࡓࡗࡔࡅࡔࡓࡗࡽࡶࢆࡣワࣞ ࢳ࣮ࣥ ࢼ࣭ ࢘

࣮ࢹࣛ ࣑ࣟ 団ࡿᡤ属し࡚いࡀࣖࣜ㸦ࢇࡉࢼࣦ

体ࡢ代表者㸧ࠊ࡛ࡆ࠾ࡢ保養ࡸ日本ࡢ支援

ࡵ初ࡣࣖࣜ回ࠋࡓࡗ࡞うࡼࡿࢀࡽࡅཷࡀ

ᇶ金ࡶ子ࡓࢀ行わ㸦8月ࡁ行ࢲࢪࢹࢼ࡚

ࣟࣉ保養ࡢ ࡗ࡞ࡃࡿ明ࡶ࡚ࠊ参加㸧ࢺࢡ࢙ࢪ

࡚ᖐࠋࡓࡁ࡚ࡗ先生ࡸ仲間ࠊࡆ࠾ࡢࡕࡓ

恥ࡎしࡾࡀ屋ࡀࡢࡓࡗࡔ少し治ࠖࡓࡗ 

ࣜ࢟ ࣮ࣝ ࣔ࣊ࡁいࡉ小ࡣ ࢢࣟ ビࣥ 値ࡀపࡃ病

気ࡣࢼ࣮ࢽࠋࡓࡗࡔࡕࡀ一人࡛ࡢࢀࡒࢀࡑ子

ࣜ࢟ࠋࡓしࡾࡓࡗ行࡚ࢀ連病院ࢆࡶ ࣮ࣝ 

側ࡶ人ࠋࡿあࡶ慢性ᡥ桃炎心臓疾患ࡣ

弯症࡛ࠊ体育ࡢ授業ࡣࡢ子ࡣࡕࡓࡶ別

ࢡࣛ࡞特別ࡢ ࢫ࡛ 白血球ࡣࢼ࣮ࢽࠋࡿい࡚ࡅཷ

減少症ࠊ関節症診断࡚ࢀࡉいࠋࡿ息子ࡕࡓ

付ࢆ気ࡣ食ࠊࡶࡵࡓࡢ自分ࡶࡵࡓࡢ

ࡀࡕࡓࡶ子ࠊࡣ父親ࡢ実ࠋいうࡿい࡚ࡅ

小ࡉい頃ࠊࡢ女性ࢆ見࡚ࡅࡘ出࡚行ࠋࡓࡗ

ࡁ心配し࡚連絡し࡚ࢆࡇࡢࡶ子࡛ࡲࢀࡇ

ࠋいうい࡞ࡶࡇࡓ援助しࠊいし࡞ࡶࡇࡓ

子ࡣࡕࡓࡶ父親ࢆ覚え࡚い࡞いࡑうࠋࡔ 

ࣜ࢟ࠊ文学ࡸ生物ࡣࣖࣜ ࣮ࣝ 情報ࡸ地理ࡣ

学興味ࡀあࡓࡲࠋࡿ兄弟ࡣ日本語大変興

味࡚ࡗࡶࢆいࡢࡇࠕࠋࡿ言葉ࡣ漢字࡛う書ࡃ

 ࠋࡓࡁ聞い࡚࡞ࠖࡢ
 

*1 引ࡗ越し࡚直ࡄ生活࡛ࡿࡁ日本ࡢパ࣮ ࡣࢺ

㐪いࠊ壁紙ࡸ窓ࠊ扉ࠊ水回ࡢ࡞ࡾ内装ࡣఫ人自身

࡛行࡞わ࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞いࠋ訪問時㏻ࡓࢀࡉ客間

以外子ࡶ部屋ࡀ 2 部屋あ࣋ࠊࡀࡓࡗッࢻ古い

勉強机ࡀあࢇࡽࡀࠊ࡛ࡅࡔࡿし࡚いࠋࡓ 

ࡣࢼ࣮ࢽ 2* 52 歳ࠋ病気ࡢ子ࡘࡶࢆࡶ親ࡣ年

金ࡀ㏻常ࡾࡼ早ࡃ支給ࠋࡿࢀࡉししࠊࡣࡵࡓࡢࡑ

子ࡢࡶ手術後ࡢ状態ࠊ何年間患者し࡚Ⓩ録ࢀࡉ

࡚いࡢ࡞ࡓ条件ࡀ必要ࠋࡿ࡞年金࡛ࡲࢀࡇࡣ

一般的ࠊ男性 60 歳࣭女性 55 歳ࡽ支給࡚ࢀࡉ

い2017ࠊࡀࡓ年 1月 1日ࡽ段階的引ࡽࡆୖࡁ

男性ࡣ2022年ࠊࢀ 63 歳࣭ 女性 58歳ࠋࡿ࡞ࡽ 
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㔛親ࡢ伊藤展子ࢇࡉ㸦愛知県㸧ࢀࡇࡣま࡛何
度ࡶ地域࡛チ࢙ࣝ ノࣜࣈ 写真展ࠊ⤮⏬展ࢆ開催ࡋ
࡚いまࠋࡍ昨年 10月11ࠊ月ࠊࡣパࣝ テ瀬戸㸦瀬
戸市㸧࡛写真展ࠊ古鳴海公会堂㸦名古屋市㸧࡛ࡣ
⤮⏬展࠾話ࡢ会ࢆ開催ࡋまࠋࡓࡋ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

͆チ࢙ࣝノࣜࣈ 30年福島 5年ࡢ今年͇ 

福島原発事故ࡢ写真チ࢙ࣝノࣜࣈ原発事

故ࡢ写真展ࢆ開催ࡓࡋ会場30ࠊ 代位࠾ࡢ父

ࢇࡉ 5 歳位࠾ࡢ子ࡀࢇࡉ手࡞ࡘࢆい࡛見

来࡚くࢀまࠋࡓࡋ福島原発ࡢ写真ࡢ前࡛ࠊࡣ

説明ࡢョン以上ࢩࣉキャࢇࡉ子࠾ࡣࢇࡉ父࠾

࢙ࣝチࡢ次ࡋࡋࠋࡓࡋいま࡚ࡋ熱心ࢆ ノࣈ

原ࣜ発事故ࡢ写真ࡢ前࡛ࡣ言葉࡞ࡶくࠕ遠い外

国࠾ࡢ話30ࠋ…ࠖࡡࡔ 年ࡣ人間ࡢ世界࡛

ࠋࡓࡋまࢀࡉࡽ思い知ࡔࡢ࡞ࡇそう言うࡣ

チ࢙ࣝ ノࣜࣈ 原発事故ࠊࡣ多ศ࠾父ࡢࢇࡉ小ࡉ

い頃生まࡿࢀ前ࡢ遠い外国ࡢ出来事࡛ࡢ࡞

ム90࢘トロンチࢫ放射性物質ࡋࡋࠋうࡻࡋ ࡀ

半ศࡢࡿ࡞ 28.8年ࠊࡾセ࢘ࢩム137ࡣ

30年ࣛࠊ ࡣム226࢘ࢪ 1600年ࣝࣉࠊ トニ࢘ム239

ࡣ 2.4 万年ࠊそ࡚ࣛ࢘ࡋ ン238 ࡣ半減期ࡢ 45

億年人間ࡢ世界ࡢ感覚ࡣまࡓࡗくけ離

ࡀ手立࡚ࡍ無くࡣ放射能ࠋࡍ年数࡛ࡿい࡚ࢀ

ศ࡞ࡽいࠊ人体へࡢ影響ࡀいࡘま࡛続く

ศ࡞ࡽいࠊ未ࡔ人間ࡀコントローࣝ い࡞ࡁ࡛

物質ࠋ福島原発事故ࡽ 5 年ࡓࡗࡓ今ࠊ日本

くࡉけ小ࡔࡿࡁ࡛ࢆ被害ࡿࡼ放射能汚染ࡢ

いࡓࡋࡇࡓࡗ࡞ࡽ࡞事ࡿࡁ࡛ࠊいࡓࡋ

ࠋࡍ࡛ࡎࡣい࡞ࡣけ࡛ࡔ私ࡣࡢまうࡋ࡚ࡌ感

今ࡶチ࢙ ノࣝࣜࣈ 事故ࡢ影響ࡣ終わ࡚ࡗいま

ࡓࡶ子ࡢ福島ࡽ影響ࡢ原発事故後ࠋࢇࡏ

ࡴࡋ原⇿症࡛苦ࠕࠊࡣ私達ࠋࡣく࡚࡞ࡽ守ࢆࡕ

ࡽ語ษいࠖࡋ欲࡚ࡋ自ศ達࡛最後ࡣࡢ

叶えࢆ願いࡢ方々ࡢ被⇿者ࡢ長崎ࠊ広島ࡓࢀ

࢙ࣝ又チࠋࡓࡗ࡞ࡁ࡛ࡣࡇࡿ ノࣜࣈ 子ࡢ

ࡓࡋ勉強ࠊいう思いいࡓࡁ望や生⤯ࡢ達ࡶ

いࠊ㐟びࡓいࠊ㐠動ࡓࡋいいう夢や希望

子ࡢう福島ࡶࠋうࢁࡔࡢࡓࢀࡽけ答えࡔࢀ

ベࣛࠋい࡞ࢀࡉ許ࡣࡇࡿࡍ犠牲ࢆ達ࡶ ࣝ

ーࡢࢩ保養施設ࢆ手本ࡓࡋ沖縄࡛ࡢ保養やࠊ

世界名前ࡶ知࡚ࢀࡽい࡞い⏫や村࡛行わࢀ

࡚いࡿ小࡞ࡉ活動ࡇそࡀ大ษࠊ大࡞ࡁ力࡞

 㸦伊藤展子㸧         ࠋࡍ考え࡚いまࡿ

 

＜伝治山自主保育࡛ࡢ話ࡢࡋ感想＞ 

◆チ࢙ࣝ ノࣜࣈ ࡓい࡚ࡗ思ࡔ事ࡢ遠い国ࡣ

けࠊ今ࡢ福島ࡢ何十年後ࢆチ࢙ࣝ ノࣜࣈ 㔜

人達࡞様ࡢࢇࡉ伊藤ࠋࡓ出来ࡀ事ࡿ考え࡚ࡡ

ࡋ動いけ࡞ࢀࡋࡶࡘࡎࡋ少ࢆ中ࡢ世ࡀ

࡚いࡔࡢࡿ思ࠋࡓࡗ◆大変勉強ࡾ࡞色々

考えࠋࡓࢀࡽࡏࡉ放射線ࡣ見え࡞いࡋ匂いࡶ

味࡞ࡶいࡀ何百年何千年単位࡛影響ࡀ出続け

いࡍ出やࡀ影響達ࡶ子特ࠊ࡛ࡢࡶࡿ

いうࡈࡍࡀࡢく怖い思ࠋࡓࡗ未来あࡿ子

ࡗࡁいࡼࡿ考えࡿ出来ࡀ何ࡵࡓࡢ達ࡶ

けࠋࡓࡗ࡞◆原発ࡢ話ࡀ聞け࡚良ࠋࡓࡗ

日々いࢁい࡞ࢁ事ࡀ起ࡁ風化࡚ࡋいくࠋ子

ࡋࡶ利己的◆ࠋࡓࡗ࡞心配ࡀ未来ࡢ達ࡶ

経験࡞ࢇそࡣࡶ子ࡢ自ศ対⤯ࡀい࡞ࢀ

活࡞ࢇࡇࢁࡇ࡞身近◆ࠋい࡞くࡓࡏࡉࢆ

動࡚ࡋࢆいࡿ人࡞ࡔࢇࡿ࠾ࡀあ考えࡽࡏࡉ

࡞ࢇあࡽࡓࡋࢆ経験࡞い悲惨ࡈࡍ◆ࠋࡓࢀ

事࡛恐怖ࡿ見ࢆ⤮ࠋࡓࡗ思ࡔࡢࡿ書けࡀ⤮

 ࠋࡓࡗえ࡚良ࡽࡶ࡚ࡏ見ࠊࡀࡓ覚えࡶ

 

里 親 の ペ ー ジ  
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2016ᖺ 11月 12日㸦土㸧ࣝࣃ シスࢸム東京新宿
本部࣭会議ᐊ チェࣝࠕ࡚ ノブイࣜ 子ࡶ基金 未ࠕࠖ
来ࡢ福島ࡶࡇ基金 ࣃ生活協同組合ࣝࠕࠖ シスࢸム
東京 共ࠖ催ࠊࡾࡼ子ࡢࡕࡓࡶ保養ࡘい࡚ࡢ
報告会ࢆ開催ࡈࠋࡓࡋࡲࡋ参加いࡔࡓいࡉ࡞ࡳࡓ
報告会ࠊࡁ⥆前ᖺࠋࡍࡲいࡊࡈうࡀࡾあࠊࡲ
ࣃࣝ開催࣭ᐉ伝ࡢ シスࢸムࢇࡉ多大ࡈ࡞協力ࢆ
いࡓࡲࠋࡓࡋࡲࡁࡔࡓ報告会ࡢ様子や参加者ࡢ感
想ࡣ同ＨＰ࡛ࡶ紹࡚ࢀࡉいࠋࡍࡲ 

＜参加者ࡢ感想＞ 

●改࡚ࡵ保養ࡢ大ษࢆࡉ痛感ࠋࡓࡋ国ࡶ縮小

ࡓいࡽࡶ࡚ࡋࢆ支援ࠊ健診࡚ࡋ⥆⥅く࡞ࡣ࡛

いࠋ㸦40代࣭女性㸧●ࠕ球美ࡢ㔛ࠖ保養く

࡞ᖺ々悪くࡀ健康状態ࡢࡕࡓࡶ子ࡢ福島ࡿ

現ࠊࡀࡔࡇࡓい࡚ࢀࡉ予想ࠊࡣࡇࡿい࡚ࡗ

実ࡿ࡞ショックࡽࢀࡇࠋ保養ࡀ非常

㔜要ࠕࠋࡿ࡞福島ࡣᏳ全ࠖࡔいうᐉ伝闘

う必要ࡶあࠋࡿ㸦60代࣭男性㸧●私自身ࡶ病ࢆ

抱え࡚いࠊࡀࡿ子࡞ࢇࡣࡕࡓࡶ状況࠾

い࡚ࡶ生ࡿࡁ希望ࢆ失わ࡞いࡼうࠊ何支

えࡤࢀࡁ࡛ࡀࡇࡿ࡞強く思ࠋࡓࡗ子

ࡽべ࡚やࡍࡣࡇࡿࢀやࡵࡓࡿᏲࢆࡕࡓࡶ

ࡋ感動言葉ࡢࢇࡉいうబ々木ࠊࡤࢀけ࡞

現状ࡢࡕࡓࡶ子ࡢ㸦40代࣭女性㸧●福島ࠋࡓ

ᨺࡢ࡞ࢇࡀࠋࡓࡗࡼ࡚ࡁ࡛ࡀࡇ聞くࢆ

射性物質ࡿࡼ影響ࡔけ࡛࡞ࡣくࠊ発達障害

ࡢࡿ増え࡚いࡶ問題ࡿࡼ影響࡞精神的࡞

ᨺ射性物ࡀ人ࡢ㸦汚染地域㸧福島ࠋࡓࡗ思ࡔ

質ࡢ影響ཷࢆけ࡞いࡣࡵࡓ移ఫࡀࡢࡿࡍ一

番良い思うࠊࡀ金銭面ࡢ࡞理由࡛汚染地

域ఫࡳ⥆けࡿ必要ࡀあࡿ場合ࠊ精神的不

Ᏻ定࡞ࡽ࡞いࡼうࠊࡇࡿࡍᨺ射性物

質ࢆ意識࡚ࡋ除去ࡼࡿࡍうࣛࣂࡢࡇࡿࡍ

ンスࡀ難ࡋい思ࠋࡓࡗ㸦20代࣭女性㸧●チェ

ࣝノブイࣜࠊ福島ࡢ保養ࡢ詳ࡋい報告ࡼࠊく理

解࡛ࠋࡓࡁ福島ࡢ様子ࡶ黒部先生ࡽ正ࡋい

見方ࢆ教え࡚いࡔࡓいࡗࡶࠋࡓ国ࡀ動い࡚

ほࡋいࠋ全体ࢆ通࡚ࡋᨻ治ࡢ大ษࢆࡉ感ࡲࡌ

ࡓ人ࡓࡋくࡤ㸦90代࣭女性㸧●福島࡛被ࠋࡓࡋ

ࠋいうࡿけ࡚い追いࢆチェࣝノブイࣜࡣࡕ

話ࢆ聞けࡤ聞くほ後手࡚ࡗ࡞いࡿ感ࡌ

ࢹࡀ福島ࠋ心配ࡶ見࡚ࢆ࡞ࢺ医療サポ࣮ࠋࡓ

࣮タࡵࡓࡿྲྀࢆ利用࡚ࢀࡉいࡼࡿうࡶ感

ࡉくࡓࠊࡀ様子ࡢ㸦60代࣭女性㸧●保養ࠋࡿࡌ

必要ࡢ保養ࠊࡾくわࡼࡽ報告写真ࡢࢇ

性ࠊ㔜要性ࢆ再認識ࠋࡓࡋ福島ఫ࡞ࡋࡴい

子ࡢࡕࡓࡶ後ࡀ非常心配ࠋ後ࡶ関心

㸦60代࣭女ࠋいࡓࡁい࡚ࡋࢆ勉強ࠊけ⥆ࡕ持ࢆ

性㸧●原発ࠊ子ࡢࡕࡓࡶ健康ࠊ環境ࡢᏳ全ࢆ

含࡚ࡵ関心ࢆ持࡚ࡗいくࡀࡇ大ษࡔ思ࡗ

ࢆ電気ࡢ首都圏㸦東京電力㸧ࡵࡌࡣ東京都ࠋࡓ

自ศ࡛͆ࡕࡓ 作ࡿ 地方ࠊࡾい限࡞考えࢆࡇ͇

ࡁ࡛ࡣࡇࡿ語ࡶせ࡚い࡚何ࡉ供給ࢆ電気

ࡉ㸦50代࣭女性㸧●బ々木ࠋい࡞ࡣ࡛ࡢい࡞

ࡍうࡼࡁ生一生懸命ࠕࡓࡋ話最後ࡀࢇ

家ࡢそࠊ保護者ࡿ全力࡛支えࢆࢀそࠊࡶ子ࡿ

族ࡶࡽࢀࡇࢆࡕࡓ支援ࡓࡋいࠖいう言葉

ࡀ࡞ࡘ越え࡚ࢆ国ࠊ地域ࠋࡓ響い心ࡶ࡚ࡣ

 㸦30代࣭女性㸧ࠋࡓࡌ感ࡶࡉ大ษࡿ

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

2016 ᖺ 8 月ࠊベ࣮ࣛࣝシࡢ保養施設ࠕ希望ࠖ

࡛実施ࠕࡓࡋ腫瘍病࣭血液病ࡢ子ࡵࡓࡢࡕࡓࡶ

保養ࡢ ム東京ࠗࢸシスࣝࣃࠊࡣ一部ࡢ費用ࡢࠖ ᖹ

和カンࠕࠊࡓࡲࠊࡀ࠘ࣃ沖縄࣭球美ࡢ㔛ࠖࡢ保養

ム東京ࠗࢸシスࣝࣃࠊࡣ 福島支援カンࡀ࠘ࣃ使

わࠋࡓࡋࡲࢀ 

  

 報 告 会 2016 ࠕ年夏 子もたちの保養～チェࣝノブイࣜ福島  

～ࠖ
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ふ く し ま 便 り 

 

いࡘࠖࢇࢀࢇࡔひࠕ  ࡚

2014年 11月ࠕࠊ原発事故被害者㞟会ࠖࡀ福

島市࡛開ࢀましࢀࡑࠋࡓま࡛ࡣ原発事故被害

者ࢀࡒࢀࡑࡀ㞟団損害賠償裁判やࠊ㞟団ＡＤ

Ｒ㸦裁判以外ࡢ紛争解決手⥆ࡁ㸧ࡢ申し立࡚ࢆ

行࡚ࡗいましࡢࡇࠊࡀࡓ時初࡚ࡵ各団体ࡀ一堂

 ࠋࡓましࡾ࡞ࡇࡘ持ࢆࡾࡀ࡞ࡘࡢᶓࠊ会し

結㞟しࢆ力ࡢし࡚被害者⥆⥅ࢆࡾࡀ࡞ࡘࡢࡇ

翌ࠊࡡ重ࢆ準備うࡼ 2015年 5月ࠕ原発事

故被害者団体連絡会㸦略称ひࢇࢀࢇࡔ㸧ࠖࡀ発

足しましࠋࡓ東京電力や国対しࠊ被害者へࡢ

謝罪ࠊ被害ࡢ完全賠償ࠊ暮ࡽし生業ࡢ回復ࠊ

被害者ࡢ詳細࡞健康診断་療保障ࠊ被ࡃࡤప

減策ࡢ実施ࢆ求ࠊࡵまࠊࡓ事故ࡢ責任追及ࢆし

࡚いࢆࡇࡃ活動ࡢ目標し࡚ࠊ現在 21団体

福ࡓࢀࡽࡏࡉศ断意図的ࠋࡍ加入し࡚いまࡀ

島࡛ࡢࢀࡒࢀࡑࠊ違いࢆ認࡚ࡵ手ࡂ࡞ࡘࢆ協力

しあうࠊࡣࡇ強大࡞ᶒ力立ࡕ向࡚ࡗいࡃ

うえ࡛特大ษࠋࡍ࡛ࡇ࡞ 

ひࡀࢇࢀࢇࡔ発足し࡚間2015ࠊࡃ࡞ࡶ年 6月ࠊ

Ᏻ倍内㛶ࠕࡣ避難指示解除準備༊域ࠖࠕ居ఫ制

限༊域ࠖࡢ指定ࢆ 2017年 3月ま࡛解除しࠊ

東京電力ࡢ精神的損害賠償ࡶ 2018年 3月打

ࢆ福島復興加㏿化指針・改訂版ࠖࠕࡢࡿษࡕ

発表しࡢࡑࠊ直後内堀㞞㞝福島県知事ࠊࡣ避

難指示༊域外ࡢࡽ避難者㸦以ୗ自主避難者

書ࡁまࡍ㸧対ࡿࡍఫ宅ࡢ無償提供ࢆ 2017年

3月࡛打ࡕษࢆࡇࡿ決定しましࠋࡓ 

ఫ宅無償提供ࡢ打ࡕษࠊࡣࡾ賠償金ࠊࡃ࡞ࡶ

ࡽ根底ࡀ生活ࡢえ苦しい自主避難者ࡉ࡛ࡔࡓ

脅ࠊࢀࡉ帰還ࡢ強要ࡾࡼ避難ࡿࡍ⥆⥅ࢆᶒ

利ࡀ奪わࢀまࠋࡍ追いࡓࢀࡽࡵࡘ避難者ࡢ中

ࡃ࡞少ࡀ人ࡿ訴えࢆ不調ࡢ体調や精神状態ࠊࡣ

あࡾまࠋࢇࡏひࢆࢀࡇࠊࡣࢇࢀࢇࡔ喫緊ࡢ課題

ࠊ࡚ࡵ求ࢆ⥆⥅ࡢఫ宅無償提供福島県ࠊし࡚

毎月ࡼࡢう要請行動ࢆ行い2016ࠊ年 3月ࡣ

ᨻ府交渉6ࠊࢆ月ࡣࡽ毎月県ࡢ団体交渉やࠊ 

県議会へࡢ働ࡶࡅࡁ行ࡁ࡚ࡗましࠋࡓఫ宅提

供打ࡕษࠊࡣࡾ県外ࡢ自主避難者࡞ࡣ࡛ࡾࡤ

仮設やࡢ༊域ࡓࡗ࡞解除既ࡀ避難指示ࠊࡃ

借ࡆୖࡾఫ宅ఫ࡛ࢇいࡿ人ࠊࡶࡕࡓ今࡛ࡣ自

主避難者࡚ࡗ࡞いࡢࡑࠊࡵࡓࡿ対象ࡾ࡞ま

 ࠋࡍ

県行ᨻࠊࡣ度重ࡿ࡞私ࡢࡕࡓ要請対し࡚

状況ࡿࡍ避難ࠊపୗしࡣᨺ射線量ࡾࡼ除染ࠕ

ࡕ打ࠊࡎࡏうࡼ変更しࢆ帰還ᨻ策いࠖ࡞

ษࡾ決定ࢆୗしࡓ内堀県知事ࠊࡣ一度ࡶ被害当

事者団体ࡢ交渉ࡢ場出࡚ࡼࡇうࡣしまࡏ

粘ࠊࡀࡍい࡛࡞少ࡣ時間ࡓࢀࡉ3月ま࡛残ࠋࢇ

࡚ࡅ⥆ࢆ交渉ࡢࡵࡓࡿᏲࢆᶒ利ࡢ被害者ࡃ強ࡾ

いࡁまࠋࡍ 

福島ࡣ問題ࡀ山積し࡚いまࠊࡀࡍ復興優先

࡛原発事故被害者ࡢ問題ࡣ後回し࡚ࡗ࡞いま

増え࡚ࡗࡶࡽࢀࡇࡣ健康被害ࠊししࠋࡍ

い࡛ࡃしࡻうࠋ今後ࠊ県内外ࡢ被害者共通ࡢ課

題し࡚健康手帳ࡢ要求やࠊ県内在ఫ者ࡵࡓࡢ

ࡀいう意見うࡶ組ࡾ取࡞制度化ࡢ保養ࡢ

出࡚いまࠋࡍ国実施ࡾ࡞ࡣࡿࡏࡉ難易度

㛵連団体や㛵係ࠊࡽࢀࡇࠊࡀࡍ高い問題࡛ࡢ

機㛵協力し模索しࡽࡀ࡞進࡛ࢇいࡓࡁい思

いまࠋࡍ今後ࡢ動ࡈࡁ注目ୗࡉいࠋ 

ひࢇࢀࢇࡔ事務局  

大河原ࡁࡉ 

 

写真ࡣ昨年 12月 4日ࠊ福島市内࡛ࠕࡢ自主避難者ࡢ

ఫ宅提供⥅⥆ࢆ求ࠖࡿࡵデモ 
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 ࠖࡿ考えࢆࡢ福島ࠕ

 私ࡀチ࢙ࣝ イࣜࣈࣀ 子ࡶ基金関わࠊࡣࡢࡓࡗ

度福島原発事故後 5～6 年ࡘࡓ同ࡌ頃ࡢ

1992～93 年頃ࡓࡗࡔ思いࡍࡲ㸦チ࢙ࣝ イࣜࣈࣀ

事故ࡣ 1986 年 4月㸧ࠋ当時ࠊ小児科་࡚ࡋ子

ࡢࡑࠊࡀࡓࡋࡲい࡚ࡋ担当ࢆ治療ࡢ白血病ࡢࡶ

原因ࡘ୍ࡢ母親ࡓࡅཷࡢ骨盤計測ࡢࡵࡓࡢＸ

線撮影 2 枚ࡀあ࡛ࡅࡗࡁࡀࢀࡑࠋࡓࡋࡲࡾ་

療被曝ࢆ減ࡍࡽ運動ࢆ消費者 ࣮࣏ࣜ ࠋㄅ࡛提唱ࢺ

小日教組養護教員部後日本消費者連盟ࡢࡑ

児科་師連合ࡢ人࡛࡞ࡕࡓ運動ࠊࡋ私ࠊࡣ原子

核物理学者 J࣭ W࣭ ゴ࣐ࣇン㸦*1㸧や科学技術史家
ࡢࡽ中川保雄㸦*2㸧ࡢ ICRP㸦国㝿ᨺ射線防護

委員会㸧派ࡢࡽ知識࡛理論構築ࠋࡓࡋࡲࡋࢆ㸦当

時࡚ࡘࠊ青་連ࠑ青年་師連合ࠒや全共闘ࠑ全

学共闘会議ࡓࡗࡔࠒᨺ射線་ࡣࡕࡓ皆 ICRP 

ࠊい࡚࡚ࢀࡲ込ࡾྲྀ ICRP 派ࡢ臨床་ࡣ全国

࡛ 10人以ୗ࡛ࠋࡓࡋ㸧私ࡀ前面立ࡕ戦いࠊ小中
学校ࡢ胸部Ｘ線検診ࢆ廃止ࡢࡑࠋࡓࡋࡲࡏࡉ時

向井雪子事務局長㸦当時㸧誘わ࡚ࢀ子ࡶ基金

ࡓࠊࡣࡢࡓࡋ問題ࡀ時私ࡢࡑࠋࡓࡋࡲࡾ関わ

ࡓࡗ 2 枚ࡢＸ線撮影ࡀ後年ࡢࢇࡀ原因ࡿ࡞

2月ࠋࡓࡋ࡛ࡢࡶいううࡼࡵやࡽ 2日現在ࠊ

福島市ࠊ郡山市࡛１ࡓࡗࡓ時間過ࡓࡋࡈ時ࡢ外部

被曝線量ࡢࡑࠊࡣ 200～700倍ࡇࡑࠋࡍࡲࡾ࡞

あび࡚いࢆ線量ࡢいࡽくࡢࡣ方ࡿい࡛ࢇ住

࡛ࠋࡀࡍࡲ㐪いࡶ屋外࡛ࠊ屋内ࠋうࡻࡋ࡛ࡢࡿ

࢙ࣝチࠊࡣ葉郡全域ࠊ郡山市ࠊ福島市ࡽࡍ ࣈࣀ

イࣜ ࠊࡣࢀࡑࠋࡍࡲࡾࡓあ強制的避難༊域ࡣ࡛

日本ᨻ府ࡣ福島原発事故後୍ࠊ 時࣭緊急避難的࡞

措置୍࡚ࡋ日ࡢᨺ射線許容量ࢆ 1mSv㸦࣑ࣜ シ

࣮ࣝ࣋ ࡽ㸧／年ࢺ 20mSv／年引ࡓࡋࡲࡆୖࡁ

ࡓࡗࡲࡋ࡚ࡋ固定࡚ࡋࡢࡶ࡞恒久的ࢆࢀࡑࠊࡀ

ࣛ࣋ࠋࡍࡲࡾあࡀ原因ࡇ ࣮ࣝ シࡢ食品基準値ࠊࡣ

୍生食続ࢆࡇࡿࡅ前提設定࡚ࢀࡉいࠋࡍࡲ 

 福島県ࡶ国ࡢᨻ治方針࡛安全ࡔ言いࠊ唯୍原

発事故ࡢ被害国㝿的ㄆ定࡚ࢀࡉいࡿ甲状腺

沢山ࡶࢀࡑࠊࡀࡓࡋࡲい࡚ࡵ勧ࢆ検診ࡢࡅࡔࢇࡀ

発生࡚ࡋ来ࠊ࡛ࡢࡓ原発ࡏࡢい࡛࡞ࡣい言いࡁ

ࡢ他ࡢࡑࠋࡓࡋࡲࡵ始ࢆ縮小ࡢ検診ࠊࡾ࡞く࡞ࢀ

ࠋࡓࡋࡲࢀࡉ隠ࡣ被害ࡢᨺ射線࡞ࢁいࢁいࠊやࢇࡀ

ࡣ原因ࡢࡑࡣ࡛ࡅࡔ診断ࡢや病気ࢇࡀࠊࡽ࡞ࡐ࡞

判࡞ࡽいࡣࢀࡑࠋࡍ࡛ࡽ疫学調査࡛࡞社会的ࠊ

ᨻ治的決࡛ࢀࡑࠋࡍ࡛ࡢࡶࡿࢀࡽࡵ私ࠊࡣア࣓

カࣜࡢ་学史家࣊ンࣜ ࣮࣭ Ｅ࣭ シゲࣜ スࢺや環境་学者

ࡢ 元東大་学部長白木博次㸦*4㸧ࠊス㸦*3㸧࣎ュࢹࢿ࣭ࣝ
ࠖࡿ社会科学࡛あࠊく࡞ࡣ自然科学࡛ࡣ་学ࠕࡢࡽ

歴ࡢ公害被害ࡢ日本ࠋࡍࡲい࡚ࡋ支持ࢆ考えࡢ

史ࢆࢀࡑࡀ語࡚ࡗいࠋࡍࡲ 

 チ࢙ࣝ イࣜࣈࣀ 病気࡞ࢁいࢁ後いࠊࡽ経験ࡢ

ᨺ射ࠋࡍࡲ思いࡿ出࡚くや大人ࡕࡓࡶ子ࡀ

線ࡢ害ࡔࡅࡔࢇࡀࡣ言うࡣࡢ間㐪い࡛ࠊセシ࢘

ࢺスࣟࠊ筋肉や血管ࡣ࣒ ンチࡣ࣒࢘呼吸器や骨ࡓ

病࡞機能的ࠋࡍࡲࡋỿ着ࡶ甲状腺ࠊくࡍやࡾࡲ

気ࡣ数字や画像表ࡣࢇࡀࠊࡀࢇࡏࡲࢀ画像࡛確

定診断࡛ࠕࠊࡽࡇࡿࡁ発ࢇࡀ性ࠖࡀᨺ射線

仮設住ࠊࠋࡍ࡛ࡢࡿい࡚ࢀࡉ代表ࡢ影響ࡿࡼ

宅࡞避難࡚ࡋいࡿ高齢者ࡢ死亡原因ࡢ約半

分ࡣ肺ࠊ࡛ࢇࡀ残ࡾ半分ࡣ心筋梗塞言わ࡚ࢀ 
いࠊࡶࢀࡑࡔࡓࠋࡍࡲ診療や病理解剖࡚ࡅཷࢆい

 ࠋࢇࡏࡲい࡚ࡋࡣࡾࡁࡗࡣࠊࡵࡓい࡞

 大人ࡢ白血病や悪性ࣜンࣃ腫ࡶ増え࡚いࡼࡿ

う࡛ࠊ福島県立་大ࡢ血液内科ࡣ患者ࡀあふࠊࢀ

入院ࡶ治療ࡶ待࡚ࢀࡉࡓいࠋࡍࡲ東京࡞避難

ࡢ土地ࡢ先ࡓࡋ避難ࢇほࠊࡣࡶ子ࡓࡁ࡚ࡋ

子ࡢࡶ発病率変わࠊࡀࢇࡏࡲࡾ福島残࡚ࡗ

いࡿ子ࠊࡣࡶ病気ࡀ増えࠊ感染症やアࣞ ࢠ࣮ࣝ

疾患や発㐩㞀害ࡀ増え࡚いࡼࡿう࡛ࠋࡍチ࢙ࣝ ࣈࣀ

イࣜ ࢹ検診࣮ࡓࡗ࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡿ得ࡣ事故࡛ࡢ

タࢆ積ࡳ重ࠊࡡ現実起࡚ࡁいࡿ病気ࢆ明ࡽ

ࡀࠊ行いࢆ診療検診ࠋࡍ必要࡛ࡀࡇいく࡚ࡋ

福島ࡣ場合ࡓࡗࡘ見ࡀ病気࡞ࡁ大ࡢ࡞ࢇ

県立་大以外ࡢ専門機関紹࡚ࡋいくࡽࡉࠋ

ࢆ病気ࡢ࡚ࡍࠊ࡞発㐩精神相談ࡢࡶ子ࠊࡣ

念頭置いࢡࣜࡡࡕࡽࡓࠕࡓ ニッࠖࢡ 市ࡁいわࠊࢆ

ࠖࡡࡕࡽࡓᨺ射能市民測定室ࡁいわࠕࡿあ南端ࡢ

内作ࡿ予定࡛ࠋࡍ 

*1: 元 ࣂࣜࣔ アᨺ射線研究所副所長࡛ア࣓ カࣜ原子力委員

会ࡽ研究費ࡽࡶࢆいࠊ原子力ࡢ安全性ࡢ研究࡚ࡋࢆ

危険࡛あࡢࡿ結論ࢆ出ࡓࡋ結果ࠊ職ࢆ追わࠕࠋࡓࢀ人

間ᨺ射線ࠖࡢ著者2*ࠋ: 神戸大教授ࠋ著書ࠕᨺ射線
被曝ࡢ歴史 ࢙ࣛࣇࢡッࣟ :3*ࠋࠖ 大࣮学環境་学教授4*ࠋ:
神経病理学者࡛水俣病ࠊワࢡチン禍ࡢ࡞証言ࠋࡓࡋࢆ 

黒部信୍：ࢁࡋࡎࡍ診療所所長 小児科་師 

 /http://kurobe-shin.no-blog.jp   ࢢࣟࣈ

黒 部 ド ク タ ー の お 話 し 

http://kurobe-shin.no-blog.jp/
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いࡀࡶ子ࡣ㸼◆私ࡽ購入者ࡈ࣮ࢲンࣞ࢝＞

ẖᖺ買わࠊ思い…ࡤࢀ立࡚役何ࠊ࡛ࡢい࡞

ࡋ20代࡛ࡣ故当時私ࠋࡍࡲࡾ࠾い࡚ࡔࡓい࡚ࡏ

ࡽࢀࡇࠋࡍࡲい࡚ࡋ勉強࡛ࡁ好ࡀ語ࢩࣟࠋࡓ

ࡉ㸦東京都࣭㹌ࠋࡍࡲࡁࡔࡓい࡚ࡏẖᖺ買わࡶ

昨晩ࢆ࣮ࢲンࣞ࢝ࡓい࡚ࡋࡳࡋ楽ࡶ㸧◆今ᖺࢇ

ンࡢ2012ᖺ表紙ࠋࡓࡋࡲࡳㄞࠊ見࡚ࡾくࡗࡌ

ࡓࡗࡲࡋ࡚ࡋ界ࡋ残ࢆࢇࡉ嬢࠾いࡋࡽ可愛ࡀࢼ

࣮ࢲンࣞ࢝ࡢ今ᖺࠋࡓࡋࡲࡅཷࢆ強い衝撃ࡇ

撮2016ᖺ7᭶࡚ࡍࠊࡁ除ࢆࢼンࡢ6᭶ࡣ

影ࢀࡑࠋ故非常感慨深いࡀࡢࡶあࠋࡓࡋࡲࡾ

広ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿ捉え࡚ࡋ問題࡞身近ࡾࡼ

河ࡢࢇࡉ写真ࡣ何ࢆ写ࡶ࡚ࡋ美ࡋく強いメッセ࣮

頃ࡢࡇࠋࡍࡲ思いいࡋࡽ素晴࡚ࡁ࡚ࡗ伝わࡀࢪ

ࡼࡿࡍ購入ࢆ࣮ࢲンࣞ࢝ࡶ娘ࡓࡗ持ࢆ家庭ࠊࡣ࡛

うࠋࡓࡋࡲࡾ࡞㸦⚄奈川県࣭㹃ࢇࡉ㸧◆2010ᖺ

生ࡢࢀࡲ娘ࠊࡀ最近ࣞ࢝ࡢࡇン࣮ࢲ写࡚ࡗいࡿ

子供や親ࡀࡕࡓういう人々ࡘࡢ࡞い࡚理解

簡ࡶ子࡚ࡗヰࡢ原Ⓨࠋࡍࡲい࡚ࢀく࡚ࡵ始ࡋ

単ㄝ明࡞࡞ࡣࡢࡿࡍ難ࡋく࡚ࡎࡲࠋ電気

ࢩクࣇࡉࡲࡣ娘ࠋࡍ大変࡛ࡀㄝ明ࡢやࡒࢇ࡞ࡣ

マ世代ࠊ࡛ࡢ࡞少ࡾࡗࡋࡶ࡛ࡘࡎࡋ理解ࡋࢆ

視ࡿࡓい構造転換ࡢ社会࡞大局的ࠊ࡚ࡗࡽࡶ࡚

点ࢆ獲得ࡽࡶ࡚ࡋいࡓい思࡚ࡗいࠋࡍࡲ㸦東京

都࣭㹇ࢇࡉ㸧◆僅ࡀࢀࡑࠊࡀࡍ࡛ࡽࡀ࡞核࡛被

害あࡓࡗ子供㐩ࡢ支援ࡤࢀ࡞私ࡶ࡚ࡗ幸

い࡛ࠋࡍ㸦京都府࣭㹌ࢇࡉ㸧◆１ᖺ間ࢩ࣮ࢱࢼャ

ࡽ暮共様子࡞元気ࡢ㐩ࡶ子ࡢ日本ࠊ笑顔ࡢ

願いࢆࡇࡿࡅい࡚ࡁ生一緒ࡶ来ᖺࠋࡓࡋࡲࡋ

࡞ࡀ被害ࡢ原Ⓨࠋࡍࡲࡾ送孫ࡣう１部ࡶࠋࡍࡲ

くࡼࡍࡲࡾ࡞うࠋ㸦静岡県࣭㹄ࢇࡉ㸧◆ほࡢࢇ

気持ࢆࡕ送࡚ࡏࡽいࠋࡍࡲࡁࡔࡓ私ࡣ施設࠾ࡢ世

ヰࠊࡀࡍࡲࡾ࠾࡚ࡗ࡞皆ࢆࢇࡉ通࡚ࡌ原Ⓨ故

ࡲࡾ࠾࡚ࡗ思いࡓࡁい࡚ࡗ持ࢆ関心ࡶࡘい

絶常ࡣ被害ࡢ㸧◆ᨺ射能ࢇࡉ㸦秋田県࣭㹑ࠋࡍ

え࡞ࡇࡿく私ࡢࡕࡓ身近あࡢ࡞ࢀࡑࠋࡍࡲࡾ

い࡛ࡋ悔ࠋࡍ࡛ࡕࡀࢀ忘ࢆ危険ࡢࡑࡣࡕࡓ私

࣮ࢲン࡚ࣞ࢝ࡵࡏࠊࡵࡓࡍ思い出ࡶ࡛ࡋ少ࠋࡍ

ᨺࡕࡢいࠋࡓࡋࡲࡋࡇ置くࡤࡑࡢ自ศࢆ

射能ࡣ共生࡛࡞ࡁいࡢ࡚ࡍࢆࡇ人ࡀ実感࡛ࡁ

ࡁ生ࢆ天ᑑࠊ࡚ࡌ信ࢆࡢࡿ来ࡀ日ࡢࡑࠋ࡛ࡲ日ࡿ

࡚いࠋࡍࡲࡁ㸦東京都࣭㹌ࢇࡉ㸧◆ࣞ࢝ンࡢ࣮ࢲ

中ࡢ親子ࡢ表情ࡣ比較的明ࡿく࡚ほࡍࡲࡋࡗ

続い࡚いࡀい状況ࡋ厳ࡴㄞࢆ文ࡢୗࡢ写真ࠊࡀ

未来࡛ࡢ福島時ྠࡣࢀࡇࠋࡍࡲࡾศࡀࡇࡿ

あࠊࡾ今日ࠕࠊࡶ福島ࡢ女性ࡀ震災3ࡽ᭶以

内妊娠࡚ࡋ生ࡓࢀࡲ子供ࡢうࠊࡕ極低出生体㔜

ュ࣮ࢽいう3倍ࠖ～2ࡢ震災以前ࡀ割合ࡢ乳児ࡢ

思い知ࢆࡉ深刻ࡢ影響ࡢᨺ射能ࡾࡣやࠊ見࡚ࢆࢫ

ࡍ大࡛ࡀࡇࡿࡅ続ࡕ持ࢆ関心ࠋࡓࡋࡲࢀࡉࡽ

࣮ࢲンࣞ࢝ノ࢙ࣝࢳ◆㸧ࢇࡉ㸦東京都࣭㹓ࠋࡡ

࡛ࡲࢀࡇࡣࡘ一ࠋࡍࡲࡾあࡘࡣࡇい࡚思うࡘ

ࡇࡢ大勢ࡓࡗࡲ集ୗࡽ階ୖࠋࡇࡢ写真ࡢ

࢝うࡑࡋぶࡲࠋ写真ࡢᖺࡿあࠊࡓࡗ撮ࢆࡕࡓࡶ

メࣛࡢ方ࢆ見ୖ࡚ࡆいࡢࡑࡿ笑顔一ࡼࡀࡘࡦࡘ

く撮࡚ࢀい࡚ࠊ鮮明ࠋ皆࡚ࢇ࡞ࢇࡉいい顔ࡔࢇ࡞

ࡵࡓࡿ迎えࢆ客㸦㸽㸧ࡢ遠来ࡣう一枚ࡶࠋうࢁ

民族衣装࡛盛装ࡓࡋⱝい男女࠾ࠊࡀ菓子／ケ࣮࢟

両方ࠋ場面ࡿ構え࡚いࡕ待࡚ࡗࡶࢆࡢࡶ࡞うࡼࡢ

美ࡘ無垢࡛素朴ࡀ表情ࡢⱝ者ࡿࡍⓏ場写真ࡢ

顔࡞素敵࡞ࢇࡇࠋࡓࡋࡲࢀ見ࡋࡤࡋࡣ私ࠊくࡋ

地球ࡢ21世紀ࠊࡤࢀ࡞いࡥࡗいࡀⱝ者ࡓࡋࢆ

ࠋࡓࡋࡲࡕ持ࢆ希望ࡣ私あ࡞ࡿ࡚ࡶࡀ希望ࡣ

国境資源ࡾྲྀࢆ合ࡢ࡚ࡗ戦争ࡣいいࢇࡆ

終え࡚ࠊᖹ和࡞世界࡚ࡗ࡞ほࡋい࡛ࡶࠋࡍう一

ࡔࢇ㥆染ࡾࡗࡍࠋࡍ使い方࡛ࡢ࣮ࢲンࣞ࢝ࡣࡘ

大࡛ࡶㄝ明ࡢࡑ写真࡞ࡉ小ࠋ࣮ࢲンࣞ࢝ࡢࡇ

᭷意義࡛ࠋࡍ差ࠊࡾࡓࡆୖࡋ買ࡽࡶ࡚ࡗう人

ࡗࡽࡶ࡚ࡆ掲ࢁࡇ狭い࡞うࡼࡢࣞࢺࠊࡣ

ࡲい࡚ࡋ願い࠾うࡼࡍ通ࢆ目ࡎ必ࡶㄝ明ࠊ࡚

及ぶ࡛ࡲ子々孫々ࠊࡢくࡤ被ࠊᨺ射線汚染ࠋࡍ

恐ࡘࡉࡋࢁい࡚ࡢ認識ࢆ共ࡿࡍ人ࢆ多く࡚ࡋ

いࡓࡁい࡛ࠋࡍ㸦愛知県࣭Ｋࢇࡉ㸧◆ࡢࡇ夏ࢳࡣ

機ࡿ観ࢆ࣮ࣜࢱュメン࢟ࢻࡢ30周ᖺࣜࣈノ࢙ࣝ

会ࡀあࣞ࢝ࡓࡗࡲࡓࠊࡾンࢆ࣮ࢲ改࡚ࡵ見ࡋࡲ

㸦大阪ࠋࡍࡲい࡚ࡗ思いࡓࡅ続ࡏ㥅ࢆ思いࠋࡓ

チェ嵓ノブイ嵒の歌声 ～峩なさ峨からのメッセージ～   
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府࣭㹑ࢇࡉ㸧◆ẖᖺࣞ࢝ンࢆ࣮ࢲ作࡚ࡗୗࠊࡾࡉ

あࡀࡾうࡊࡈいࠋࡍࡲいࢁいࡈࢁⱞ労࡚ࢀࡉࡣ

いࡿ思いࠊࡀࡍࡲ皆ࡢࢇࡉ笑顔ࡁ࡚ࡍࡶ࡚ࡀ

ࡘ原Ⓨ故ࡢ㸧◆福島ࢇࡉ㸦東京都࣭Ｙࠋࡍ࡛

い࡚ࡶ風化ࡀ言わࡿࢀ一方࡛ࠊ子ࡅཷࡢࡕࡓࡶ

ࡢ種々ࠋࡍࡲࡳ痛ࡀ胸ࡾあࡶ報㐨ࡢࡕ辛い打ࡓ

形࡛痛手ࡓࡅཷࢆ方々ࡢⱞ難ࡾࡦࡑࡇࢀࡑࡣ

ࡕ持ࢆࡕ気持ࡢ息長く応援ࠊࡾあࡀ状況ࡢࡾࡦ

続࡚ࡅいࡓࡁい思࡚ࡗいࣞ࢝ࠋࡍࡲンࠊࡣ࣮ࢲ

ⱞ難ࡢ中࡛ࡶ暮࡚ࡗࡀ࡞ࡘࡀࡋࡽいくࡢࡇ

㔜ࡳ希望ࢆࡧ起࡚ࡋࡇくࠋࡍࡲࢀ㸦東京

都࣭㹋ࢇࡉ㸧 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

◆刊行物届ࠋࡓࡋࡲࡁいࡶࡘ思うࡀࡍ࡛ࡢ愛ㄞࡉ

㸦東ࠋࡡࡍࡲい࡚ࡗࡲワࡀࡕ気持ࡢ方々ࡿい࡚ࢀ

京都࣭㹋ࢇࡉ㸧◆1᭶12日寄付࡚ࡏࡉࢆいࡁࡔࡓ

頃ࡢࡶ子ࡀࡕࡓ私ࠋࡍ想い࡛ࡢẕࠋࡓࡋࡲ

ࡋࡲࢀ教え࡚くࢆ出来ࡿい࡚ࡁ世界࡛起ࠊࡽ

伝ࢆࡇ࡞大ษࠊく࡞ࡇࡿࡅࡘࡋ࠾࡚ࡋ決ࠋࡓ

え࡚くࡓࢀẕ感謝ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ微力ࠊࡽࡀ࡞

応援ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ㸦東京都࣭匿ྡࡢ方㸧 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

＜公妃࢞ࣜ࢜勲章ཷ賞ᑐ࡚ࡋ㸼★࢞ࣜ࢜勲章ࡢ

ཷ章࡛ࡵ࠾うࡊࡈいࠋࡍࡲ佐々木ࡓࡲࠊࢇࡉ日

頃ࡈ活動࡚ࢀࡉいࡿ皆࢘ࡀࡲࡉクࣛ ࡢ日本ࢼ

架ࡅ橋࡚ࡗ࡞いࡿいうࡔࡇ思いࠋࡍࡲ最

近ࡣ活動参ຍ࡛ࡎࡁいࠊࡀࡍࡲ今回࠾ࡢ知ࡽ

ࡌ感࡚ࡵ改ࢆ㔜要性ࡢࡇいく࡚ࡅ続ࠊࡁ聞ࢆࡏ

いࡿ明ࡶ࡛ࡋ少ࠊࡎࡅ背ࢆ目辛い過去ࠋࡓࡋࡲ

未来ࢆ作ࠊࡵࡓࡿ自ศࢆࡇࡿࡁ࡛考え࡚い

ࡓࡗ貰ࡀ者ࡢ㸧★身内ࢇࡉ㸦埼玉県࣭㹒ࠋࡍࡲࡁ

ࡢ現地ࡢࢇࡉ佐々木ࠋࡍ࡛ࡕい気持ࡋ嬉࡞うࡼ

㸦一方ࠕࡠࡽ࡞ⱞ労ࠖࡶ含ࡵ㸧ࡈ活躍ࡀ評価ࢀࡉ

思ࡿい࡛ࢇ喜ࡶࡕࡓࡶ子ࠋࡍࡲ思いࡢࡶࡓ

いࠋࡍࡲ㸦⚄奈川県࣭㹆ࢇࡉ㸧★長ᖺ࢘ࡢクࣛ 

ࡢࡶ子ࡀࢀࡑࠊ援助活動ࡢࡕࡓࡶ子ࡢࢼ

未来ࡢ形成役立࡚ࡗい࢘ࢆࡇࡿクࣛ ᨻ府ࢼ

ࡅ続ࡶ組織࡛࡞ࡉ小ࠋࡍࡲ思いࡢࡶࡓࡋ評価ࡀ

活動ࡶࡽࢀࡇࠊࡡࡍ࡛ࡢࡿ出来ࡀ࡞ࡁ大ࡤࢀ

ࡲࢀࡇ★㸧ࢇࡉ㸦東京都࣭Ｋࠋいࡉࡔく࡚ࡅ続ࢆ

い評価ࡋࡽいう素晴勲章ࠊࢀࡽࡵ認ࢆຌ績ࡢ࡛

大ࡿ࡞ࡵࡓࡢ人ࡢ大勢本当ࠊ࡛ࡇࡓࡅཷࢆ

ࡲࡌ感࡚ࡵ改ࡔࡢࡓࢀࡽࡇ࡚ࢀࡉࢆࡇ࡞ࡁ

ࡲ今࡚ࡋࡑࠊࡲࡉ皆ࡓࢀࡽࡇ࡚ࡗ関わ࡛ࡲ今ࠋࡍ

ࡼ心ࢇࡉ佐々木ࡿい࡚ࢀࡉ活動࡚ࡗ࡞核ࡉ

㸦東京ࠋࡍࡲࡋ伝え࠾ࢆࡕ気持ࡢ尊敬い⚃࠾ࡾ

都  ࣭Ｙࢇࡉ㸧★長い間ࡢ地㐨࡞活動ࡀ評価ࡓࢀࡉ

ࡋ成長ࡶ㔛子ࡢ私ࠋࡍࡲく思いࡋ嬉ࡶ࡚ࢆࡇ

救わࡅࡔࢀࡀࡕࡓࡶ子ࡢ多く本当ࠋࡓࡋࡲ

ࠋࡍࡲࡁい࡚ࡅ続ࡇࡿࡁ࡛ࡶ私ࠋࡇࡓࢀ

㸦⚄奈川県࣭㹃ࢇࡉ㸧 

腎臓移植手術ࠊࡾࡼ支援ࡈࡢࡽࡲࡉ࡞ࡳ★

ࣛࢫࢹࣛ࢘Ｐ࣭ࠊ青ᖺࡢࢼクࣛ࢘ࡓࡅཷࢆ

  ࠋࡓࡋࡲࡁ届ࡀ手紙ࡽࢇࡉࣇ
 

＜㔛親ࡢ方㸼  

両親ࡶ新ᖺࢆ自宅࡛迎えࠋࡓࡋࡲ歩く

ࡉくࡓࠊࡔࡲࡣ今ࠋࡍ࡛ࡌ辛い感ࡋ少ࡔࡲࡣࡢ

ࡶ治療ࡢ肝臓や胃ࠋࡍࡲい࡛ࢇẖ日飲ࢆ薬ࡢࢇ

治ࠊࡗࡎࠊࡘࡎࡋ少ࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

療࡚ࡋいくࠋࡍࡲࡾ࡞ࡇ薬ࡢ副作用ࡀいࢁ

いࢁ出࡚いࠊࡶ࡛ࠊࡀࡍࡲ大丈夫࡛ࠊࡍࡣ続

い࡚いࠊࡍࡲ僕ࡣ生࡚ࡁいࡽࢀࡇࠋࡍࡲう

࡞くࡼࠊࡀࢇࡏࡲࡁࡘࡀ想像ࠊࡢいく࡚ࡗ࡞

ࡼࡌྠ࡞ࢇࡳࡢࠋࡍࡲい࡚ࡌ信いく࡚ࡗ

うࠊいうわࡣࡅいࡶ࡛ࠊࡀࢇࡏࡲࡁ僕ࡣ

生ࡓࡁいࠋࡍ࡛ࡢ 

 

＜子ࡶ基金募金者ࡢ方㸼  

子ࡶ基金ࠊ࡛ࡆ࠾ࡢ僕ࡣ㔛親ࡢ方やほ

࡛ࡀࡇくࡔࡓいࢆ支援ࡈࡢࡽ方ࡢ支援者ࡢ

ࡾあうࢇほࡾࡉࡔく࡚ࡅ助ࢆ僕ࠋࡓࡋࡲࡁ

あࠊく࡞࡛ࡅࡔ経済的援助ࠋࡍࡲいࡊࡈうࡀ

ࠋࡍい࡛ࡋࢀう本当ࡶ言葉ࡢࡋࡲい励ࡓࡓ

いぶࡔうࡶࡣ僕ࠊࡽࡓࡗ࡞いࡀࢇࡉ࡞ࡳࡋࡶ

前ࡢࡇ世いࡣࡓࡲࠊࡓࡗ࡞ⱞࡳࡋ続ࡅ

࡚いࡻࡋ࡛ࡓうࠋ今ࠕࡣ生࡚ࡁいࠖࡤࢀࡅ࡞

ࡽࡇ࡚ࡁ生࡛ࡲࡇࡇࠊ࡚ࡋࡑࠋࡍࡲい࡚ࡗ思

火曜ࠋࡍࡲい࡚ࡁ生ࠊࡽࡀ࡞ࡋ感謝日々ࡓࢀ

日ࡢࣇ࢚࢟ࡣ病院行ࠋࡍࡲࡁ僕両親ࡽ

皆様深く࠾礼ࢆ申ࠋࡍࡲࡆୖࡋ 

2017ᖺ1᭶27日 Ｐ࣭ࣇࣛࢫࢹࣛ࢘ 



㻞㻜㻝㻢年度決算報告書
䛆㻞㻜㻝㻢年㻝月㻝日～㻝㻞月㻟㻝日䛇

収䚷䚷入 支䚷䚷出
項䚷䚷目 金䚷䚷額 項䚷䚷目 金䚷䚷額

前期繰越 12,884,029

募金䚷䚷 救援䚷䚷䚷
䚷 救援一般 9,779,532 䚷 ་薬品䞉物品 1,315,325

䚷 保養費 978,310 䚷 保養費㻖㻞 0

䚷 特別保養費 2,216,200 䚷 特別保養費 3,028,980

䚷 団体運営費㻖㻟 3,378,400

䚷 里子支援 5,714,280 䚷 里子支援㻖㻠 4,720,629

䚷 緊急支援㻖㻡 35,406

䚷 奨学生支援㻖㻢 37,828

 䜴䜽ライ䝘䛾青年䛾治療支援 3,863,480  䜴䜽ライ䝘䛾青年䛾治療支援 5,711,967

䚷 派遣費 245,787

䚷 送金䞉為替手数料 73,500

䚷䚷未来䛾福島䛣䛹䜒基金 921,486

救援キャン䝨䞊ン 救援キャン䝨䞊ン
   㻞㻜㻝㻢年㻠月イ䝧ン䝖 1,679,110    㻞㻜㻝㻢年㻠月イ䝧ン䝖 482,262

䚷 㻞㻜㻝㻣年㻠月イ䝧ン䝖 2,000 䚷 㻞㻜㻝㻣年㻠月イ䝧ン䝖 70,200

䚷㻝㻝月保養報告会 22,800 䚷㻝㻝月保養報告会 3,455

購読料䞉運営費㻖㻝 1,404,070 事務運営費
預貯金利息 2,933 䚷 国際 Tel䞉Fax 0

䚷 国ෆ Tel䞉Fax 101,698

 䚷印刷䞉コ䝢䞊費 117,924

䚷 䝙ュ䞊䝇ほ䛛発送費 620,991

䚷 人件費 2,965,680

䚷 交通費 391,551

䚷 事務消耗品費 229,637

䚷 事務所費 310,501

䚷 広告䞉宣伝費 37,281

䚷 資料䞉会議費 11,414

䚷 国ෆ振込手数料 2,464

物販売ୖ 物販仕入
  本䞉ポ䝇䝖カ䞊䝗䞉㻯㻰䞉民芸品 83,710  䚷本䞉ポ䝇䝖カ䞊䝗䞉㻯㻰䞉民芸品 7,984

  カ䝺ン䝎䞊㻞㻜㻝㻢 1,097,508 䚷 カ䝺ン䝎䞊㻞㻜㻝㻢 9,050

  カ䝺ン䝎䞊㻞㻜㻝㻣 2,114,600 䚷 カ䝺ン䝎䞊㻞㻜㻝㻣 1,090,987

小䚷䚷計 41,842,562 小䚷䚷計 25,922,387

次期繰越金 15,920,175

合䚷䚷計 41,842,562 合䚷䚷計 41,842,562

㻖㻝 䠄株㻕カ䝍䝻䜾ハ䜴䝇䛛䜙䛾運営費㻝㻜㻜万含䜏䜎す䚹

㻖㻟䚷太陽光発電プ䝻䝆䜵䜽䝖支援䚸現地団体䛾䝇䝍ッ䝣給与䚸事務所費䛺䛹䚹

㻖㻠䚷里子支援 㻢㻤人䠄経費㻝割䚸㻞㻜㻝㻣年㻝～㻢月支援ศ䜒含䜏䜎す䠅

㻖㻡䚷緊急支援 㻝人

㻖㻢䚷奨学生支援 㻝人

䠆䚷ษ手䚸䛿䛜䛝䚸図書カ䞊䝗等㻝㻠,㻟㻞㻜ศ䜒寄贈䛥䜜䛶い䜎す䚹

䠆䚷カ䝺ン䝎䞊䛾収入䞉支出䛸䜒次年度䛻䜎䛯䛜䜚䜎す䚹㻞㻜㻝㻢年度䛾カ䝺ン䝎䞊収益䛿㻞,㻞㻜㻥,㻝㻤㻢䛷し䛯䚹

䚷㻞㻜㻝㻢年度䛾会計監査䛾結果䚸適正䛷あ䜛䛣䛸を認䜑䜎す䚹

㻞㻜㻝㻣年㻞月㻥日

会計監査䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷監事 䚷䚷鈴木䚷由利子

監事 䚷䚷清水䚷玲子

㻖㻞䚷䝧ラ䝹䞊䝅䛂希望䛃䛷行わ䜜䛶い䜛䇿汚染地༊䛾学校単位䛾保養費䛾一部䇿を䛄保養費䛅䛸し䛶支援し䛶䛝䜎し䛯
䛜䚸䛂希望䛃側䛛䜙䚸自立経営䛜見込䜎䜜䜛䛯䜑援助䛿終了し䛶䜒䜙っ䛶䜘い䛸申し出䛜あ䜚䜎し䛯䚹䛣䜜䜎䛷䛄保養
費䛅を䛤指定䛷い䛯䛰い䛯䛤寄付䛿䚸そ䛾ୗ䛾段䛾䛄特別保養費䛅䛸し䛶使わせ䛶い䛯䛰䛝䜎し䛯䚹
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䖃募金状況      2016年 10月～2017年 1月       䠄単位：円䠅 

 

*ほかに図書カ࣮ド࣭ษ手 5,486円ศのご寄付をいࡔࡓきましࡓ。 

 

䖃救援状況  2016年 10月～2017年 1月  䠄単位：円䠅 
 
＜ウクライ䝘＞ 

䖂子どもたちの生存  

㔛子支援 9人䠄2017ᖺ 1～6᭶分䛾支援金䠅 354,060 

緊急支援 1人䠄2017ᖺ 1～6᭶分䛾支援金䠅 35,406 

運営費䠄通信費䡠家賃䡠ス䝍ッ䝣給料䡠現地銀行

手数料䠅 
322,194 

 
＜ベラルーシ＞ 

 

 10月 11月 12月 1月 

募金件数 201件 169件 200件 97件 

救援寄付金 698,562 2,664,002 1,699,758 1,307,053 

保養費 193,900 122,910 203,600 38,500 

特別保養費 0 70,000 70,000 35,000 

里子支援 81,300 12,140 599,370 1,650,260 

ウクライ䝘の青年

の治療費 
15,500 10,500 17,700 0 

䝙ュース購読費 42,000 52,000 44,000 14,000 

合 計 1,031,262 2,931,552 2,634,428 3,044,813 

䖂困難の中の子どもたちへ希望を  

㔛子支援 54人䠄2017ᖺ 1～6᭶分䛾支援金䠅 1,765,933 

医薬品䠄1ᖺ分䠅 1,263,120 

運営費䠄通信費䚸家賃䠅 292,501 

❤募金団体名一覧❤  (順不ྠ䡡敬称略) 

紙面䛾都合ୖ個人ྡ䛿省略䛥せてい䛯䛰い

て䛚䜚䜎す䚹䛤寄付をい䛯䛰い䛯䜏䛺䛥䜎䛻

心䜘䜚感謝申しୖげ䜎す䚹 
 
䛆10 ᭶䛇䜿イ歯科䜽䝸ニッ䜽／(株)桜井書店／民

宿 夢民村 䛆11 ᭶䛇 葦䛾会᭷志／放射能

䛛䜙子䛹も㐩を守䜛田䛾会／䝷䝤アン䝗䝢䞊

ス／山䛾䝝ム工ᡣゴ䞊䝞䝹／伊藤法律事務

ᡤ／䛿䜚灸䜏䛾わ／ひば䜚䛜丘䜾䝺イス教会

／埼玉東部法律事務ᡤ／(᭷)真岡厚生䜽䝸

ニッ䜽ワ䞊䜽／恵泉女学園中学䞉高等学校 文

祭委員会 䛆12 ᭶䛇 うえ䛰ᖹ和映⏬祭／

日本キ䝸ス䝖教団 広島船越教会／ᡤ沢 9 条

䛾会や䜎䛠䛱／(株)鹿王企⏬／美杉䜐䜙䛾

わ市場／大阪教会 婦人会／中振キ䝸ス䝖

䛾教会／千葉友䛾会／(株䠅七つ森書館／䝣

䜷䞊䜽䝎ンスを楽し䜐会／友愛富士見⏫保育

園／ス䝖ッ䝥䝥䝹䝖ニ䜴ム神奈川連絡会／(᭷)䝷

䝟ン䝜ワ䞊䝹䛟ろう䛥䛞／弓⏫本郷教会 女性

䛾会／福島䛾子䛹も䛯䛱を守䜛会䞉海㐨／

恵泉女学園中学䞉高等学校 宗教部／川和

保育園／䝥䞊シ䜵䝹䞉アキ䜴 䛆1 ᭶䛇 松山古

⏫教会 C.S／イ䜶ス䞉キ䝸ス䝖教会 祈䜚䛾家／

ACT21／୕㔜䝏䜵䝹䝜䝤イ䝸被曝児童救援募

金／西小岩幼稚園／䝏䜵䝹䝜䝤イ䝸子䛹も基

金奥羽／日本基督教団 田ྡ部教会／川和

保育園 父母䛾会／自労日㔝市職員組合 
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振込用紙ể領収証ỆếẨộẲềẆỚễẰộỆấ知ỤẶểấ願
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ỉỂỊあụộẶỮẇộẺẆẴỂỆ通信費Ὁ寄付ử納入ẰủẺ

方ỊỄうẹắ容赦くẻẰいẇ 
 

払込ӕ扱票ỉấӸ前Ὁắ住所Ị楷書Ể 

ắ記入くẻẰい 

郵便局ẦỤỊ払込ӕ扱票ỉコピὊầ届ẨộẴẇ文字ầẦẴ

ủềЙ読ẲỀỤい場合ầắằいộẴỉỂẆ楷書ỂわẦụやẴ

くắ記入くẻẰいẇ 
 

ẐӖ領確認ỉ葉書ẑửắ希望ỉ方ồ 

通信費･寄付ử納入ẰủẺ方ỂẆӖ領確認ỉ連絡ửắ希

望ỉ方ỆỊẆ葉書(額Ị記載Ặẵ)ửấ送ụẲộẴẇ振込用

紙ỉ該当欄Ệ印ửếけềくẻẰいẇ 
 

Ẑ領収証ẑầ必要ễ方ồ 

郵便局払込ӕ扱票ỉẐ払込Ӗ領証ẑỊ公Ệ認ỜỤủỦ領収

証ỂẴẇ大切Ệ保管くẻẰいẇК途領収書ầắ入ụ用ỉ際Ị

ấ申Ẳ出くẻẰいẇ 
 

 

 
★振込用紙ỉ項目変更Ệếいềỉấ知ỤẶ★ 

 
ẮủộỂỊベラルὊἉẐ希望ẑỂỉ年間保養ί汚染

地区ỉ学校単位ỉ保養ὸ費用ỆếいềẒ保養費ẓể記

載ẲẆ子Ễờ基ầベラルὊἉểỸクライἜỂ実施Ẳềい

Ủḛ病気ỉ子Ễờỉ保養プロἊỹクトḜửẒ特К保養費ẓể

記載ẲềいộẲẺẇẐ希望ẑ側ẦỤẆ自立経営ầ見込

ộủỦẺỜ年間保養費ỉ援助Ị終了ẲềờỤẾềợ

いẆể申Ẳ出ầあụộẲẺί16頁ỉ*2 ờắ参照くẻẰ

いὸẇẸẮỂ今後Ẇḛ病気ỉ子Ễờỉ保養プロἊỹクトḜử

Ẓ保養費ẓể記載ẲộẴẇẸỉ他ỊẒ救援寄付ẓẆẒἝ

ュὊἋ購読料ẓẆ使途ỉắ指定ỉễい場合Ịチỹック

ễẲỂẦộいộẶỮẇẒỸクライἜỉ青年ỉ治療費ẓỉ

項目Ị終了ẲộẴẇắ支援いẺẻいẺỚễẰộẆあụ

ầểうắằいộẲẺẇ15頁Ệ本人ỉ手紙ử掲載Ẳềい

ộẴỉỂắ覧くẻẰいẇ 

＜変更後ỉ項目＞ 
 
□救援寄付 
□保養費 
□ἝュὊἋ購読料 

＜変更前ỉ項目＞ 
 
□救援寄付 
□保養費 
□特К保養費 
□ἝュὊἋ購読料 
□ỸクライἜỉ青年ỉ治療費 
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救援ỽἾンἒὊ ắ購入࠰2017■

いẺẻいẺỚễẰộẆỄうờあụầể

うắằいộすẇ1部1100όỉểẮỨẆ

2月ợụ800όỆ値下ậẲề販売Ẳ

ềいộすί送料別Ẇ6部ộỂ 200

όὸẇấ買い忘ủỉ方ẆỄうẹẮỉ機会Ệấ申Ẳ込Ớくẻ

Ằいίắ購入者ỉ感想Ị 14頁Ệ掲載Ẳềいộすὸẇ 
 

■公妃ỼἼỾ勲章Ӗ章Ệếいề 

ＮＨＫ国際放送ỉニュὊἋ番組(NHK WORD NEWSLINE)

Ể 1/26Ệ紹ʼẰủộẲẺẇ授章式ỉ様子ẆẮủộỂỉ

基ỉ活動ỆếいềẆ事務局ϋỉ風や里親ỉ方ỉỶ

ンἑビュὊễỄ紹ʼẰủềいộすẇ2/26ộỂ以下ợụ映

像ầ見Ụủộすẇ 

https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/new

s/videos/20170126194429680/ 

ộẺẆ2/3 ỉ東京新聞ẐẮỉ人ẑ欄Ểờ紹ʼẰủ

ộẲẺẇ 
 

■ボἻンテỵỴ募集 

ニュὊἋ発送作業ί3࠰回：2Ὁ6Ὁ10月ὸ：ấ手伝いいẺ

ẻẬỦ方ử募集ẲộすẇỄễẺỂờấ気軽Ệắ参加くẻẰ

いẇ次回 6/17 ί土ὸ午後1時～4時頃ộỂẇắ都合ỉ

ợい時間帯ẻẬỂờ大歓迎Ểすẇ  

場所：東京ボἻンテỵỴὉ市民活動ἍンἑὊί飯田橋駅ビ

Ἵ ἍンἚἻἽἩἻἈ 10階ὸ ※日程ầ変更ỆễỦ場合

ờあụộすỉỂẆボἻンテỵỴ参加希望ỉ方ỊẆ前日ộỂ

ỆἳὊἽẦấ電話Ểắ連絡くẻẰいẇ電話Ị日午前10

時～午後5時ẇ留守ỉ場合Ị伝言ửấ願いẲộすẇ  
 

■Ẑ基ニュὊἋἾἑὊẑỆếいề  

募ửくẻẰẾẺ方ỆỊẆ使途ỉ報告ểẲềニュὊἋἾἑ

Ὂửấ送ụẲềいộすẇộẺẆニュὊἋ購読費ί2,000ό

ὸờ募Ếềấụộすẇ印刷Ὁ発送ễỄỉ経費ỉ残ỊẆ࠰／

募ểẲề使わせềいẺẻẨộすẇί※ニュὊἋἾἑὊỊ

子Ễờ基ỉＨＰỂờắ覧いẺẻẬộすẇʻ後Ẇ郵送ầắ

不要ỉ方ỊẆấ手数Ểすầ事務局ộỂắ連絡ửấ願い

いẺẲộすẇὸ 

 
 

★支援ỉ振ụ込Ớ方法Ệếいềỉấ知Ụせ★ 
 
いếờあẺẺẦいắ支援ửộẮểỆあụầểうắằいộ

すẇӷ封ỉ振込用紙ỆợỦấ振込ỉほẦẆ以下ỉ口

座へ直接ấ振ụ込ỚいẺẻẬộすỉỂẆắ都合ỉợい

方法ửắ利用くẻẰいẇ 

※振込用紙以外Ểỉấ振込ỉ場合ỊẆấӸ前Ẇ額Ẇ

ắ寄付ỉϋ容ửắ連絡いẺẻẬộすể大変助Ầụộ

すẇấ手数ửấẦẬいẺẲộすầẆỄうẹợỨẲくấ願

いいẺẲộすẇ 

 

ίᾀὸ郵便局ỉ口座ửấ持Ẽỉ方：子Ễờ基ỉ郵便 

口座へ直接ấ振ụ込Ớ 

郵便振替口座 00160-4-98316 

口座Ӹ ἓỹἽノἨỶἼ子Ễờ基 

 

ίᾁὸ他融機関ỉ口座ẦỤẆ子Ễờ基ỉỡうẼỢ 

銀行口座へỉấ振ụ込Ớ 

店番 019 店Ӹ 〇一九店ίἎἿỶἓỿュỸ店ὸ 

預種目 当座0098316 

Ӗӕ人Ӹ ἓỹἽノἨỶἼコἛἴỿỿン 

 

ίᾂὸ銀行Ӹ：三菱東京UFJ 銀行  

支店Ӹί番号ὸ：新宿中央支店ί469ὸ 

口座番号：୍通 ᾀᾅᾇᾇᾂᾅᾆ 

口座Ӹ：ἓỹἽノἨỶἼ子Ễờ基 
    

★編集後記★  ʻ号ỉẐうẺắえẑί14～15頁ὸỆỊ  

ỚễẰộẦỤ寄せỤủẺ声ử多く掲載ẲộẲẺẇ直接会Ế

ềấ話ẲỂẨỦ方Ị限ỤủềいộすỉỂẆẮỉợうỆ多く

ỉἳッἍὊἊửいẺẻẨ大変うủẲいỂすẇほỮểうỆあụ

ầểうắằいộすẇ事務局ỂỊ 4月救援ỶベンἚỆ向Ậề

宣伝ử始Ờềいộすẇắ友人Ẇ知人Ẇ周ụỉ方々Ệ広Ờ

ềいẺẻẬộẲẺỤ幸いỂすẇ宣伝ἓἻἉầ必要ễ方Ị

ắ連絡くẻẰいẇấ送ụẲộすẇỚễẰộỉắ協力ửỄうẹ

ợỨẲくấ願いいẺẲộすẇί事務局ὸ 

事 務 局 か ら 
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